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令和４年度 
10月～3月 

税
金
の
使
わ
れ
方

税
金
の
使
わ
れ
方

（うち下半期46億8,208万円）

一般会計

歳入 収入済額 
100億6,354万円

下
半
期
の
財
政
状
況

一般会計歳入　

内 訳 予算現額 収入済額 収入率うち下半期収入済額

町 税 30億 917万円 30億7,585万円 10億1,711万円 102.2%

地 方 交 付 税 20億5,850万円 21億 532万円 6億7,709万円 102.3%

国 庫 支 出 金 11億5,442万円 11億 78万円 8億9,313万円 95.4%

繰 越 金 9億5,720万円 9億5,720万円 0万円 100.0%

県 支 出 金 8億3,435万円 6億1,171万円 5億1,533万円 73.3%

町 債 6億5,176万円 1億2,226万円 1億2,226万円 18.8%

地方消費税交付金 5億 800万円 5億6,619万円 2億6,586万円 111.5%

寄 附 金 5億 680万円 4億5,715万円 3億7,268万円 90.2%

諸 収 入 4億2,830万円 2億7,706万円 1億8,420万円 64.7%

繰 入 金 4億2,542万円 4億2,542万円 4億2,542万円 100.0%

地 方 譲 与 税 1億1,118万円 1億1,343万円 8,224万円 102.0%

分担金及び負担金 8,990万円 5,343万円 3,083万円 59.4%

そ の 他 1億8,158万円 1億9,774万円 9,593万円 108.9%

合 計 109億1,658万円 100億6,354万円 46億8,208万円 92.2%

一般会計・特別会計

区 分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率うち下半期収入済額 うち下半期支出済額

一 般 会 計 109億1,658万円 100億6,354万円 46億8,208万円 92.2% 87億5,975万円 52億3,341万円 80.2%

特別会計総合計 43億9,232万円 31億3,035万円 16億7,429万円 71.3% 36億4,836万円 21億3,008万円 83.1%

国 民健康保険 24億4,251万円 22億6,340万円 11億6,296万円 92.7% 21億2,205万円 11億5,935万円 86.9%

後期高齢者医療 3億4,323万円 2億9,614万円 1億9,914万円 86.3% 2億9,876万円 2億1,243万円 87.0%

農 業集落排水 3億7,990万円 8,227万円 4,503万円 21.7% 2億7,450万円 1億6,620万円 72.3%

公 共 下 水 道 6億7,056万円 2億6,072万円 1億5,858万円 38.9% 5億6,203万円 3億4,371万円 83.8%

温 泉 施 設 2億2,561万円 2億1,842万円 1億 554万円 96.8% 1億9,190万円 1億 961万円 85.1%

小水力発電事業 980万円 940万円 304万円 95.9% 803万円 735万円 81.9%

土 地 取 得 3億2,071万円 0万円 0万円 - 1億9,109万円 1億3,143万円 59.6%

総 合 計 153億 890万円 131億9,389万円 63億5,637万円 86.2% 124億 811万円 73億6,349万円 81.1%

企業会計

企業会計の収支状況
（上水道会計） 予算現額 収入または

支出済額
収入または
支出率

うち下半期
収入または支出済額

収 益 的 収 入 3億 8,554万円 3億 5,510万円 2億 2,935万円 92.1%

収 益 的 支 出 3億 3,108万円 2億 7,459万円 2億 4,126万円 82.9%

資 本 的 収 入 6億 3,692万円 2,277万円 1,669万円 3.6%

資 本 的 支 出 7億 6,185万円 1億 2,950万円 9680万円 17.0%
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（うち下半期52億3,341万円）

一般会計

歳出 支出済額 
87億5,975万円 

一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
総
額
は
、

１
５
３
億
８
９
０
万
円
に

一般会計歳出　

内 訳 予算現額 支出済額 支出率うち下半期支出済額

民 生 費 32億 4,642万円 29億 9,838万円 17億 523万円 92.4%

総 務 費 22億 3,406万円 18億 6,760万円 13億 5,309万円 83.6%

教 育 費 13億 450万円 10億 2,454万円 4億 9,658万円 78.5%

農 林 水 産 費 8億 7,331万円 4億 292万円 2億 8,675万円 46.1%

土 木 費 8億 5,665万円 3億 8,764万円 2億 6,136万円 45.3%

公 債 費 8億 4,829万円 8億 4,786万円 4億 2,402万円 99.9%

衛 生 費 8億 679万円 7億 271万円 4億 767万円 87.1%

消 防 費 3億 5,227万円 3億 3,125万円 1億 6,421万円 94.0%

商 工 費 1億 6,393万円 1億 2,726万円 1億 102万円 77.6%

議 会 費 7,247万円 6,959万円 3,348万円 96.0%

そ の 他 1億 5,789万円 0万円 0万円 -

合 計 109億 1,658万円 87億 5,975万円 52億 3,341万円 80.2%

池田町では、年２回（８月・２月）予算など財政状況を公表しています。これは皆さんから納めてい
ただいた税金や地方交付税、国や県からの補助金など、大切なお金がどのように使われているかを知っ
ていただくためです。
また一般会計の歳入について、町税や地方交付税などは、ほぼ予算額どおり収入されていますが、県
支出金および町債は４・５月に収入されることから収入率が低くなっています。
３月末までの実績では、収入率が一般会計で92.2%、特別会計で71.3%、支出率は一般会計で
80.2%、特別会計で　83.1%となっています。
なお今回公表するものは、出納整理期間（４月１日～５月31日）の収支が含まれませんので、最終
決算の数字とは異なります。

（単位：円）

町民１人あたりが納めた税金 1 世帯あたりの納めた税金
町　　税 134,493 357,273

町 民 税 56,104 149,025

固 定 資 産 税 70,050 186,068

町 た ば こ 税 4,601 12,222

軽 自 動 車 税 3,698 9,855

鉱 産 税 39 103

借 入 元 金 の 状 況 
（R5.3.31現在）

一 般 会 計 88億 9,671万円
特 別 会 計 59億 305万円
農業集落排水 9億 8,970万円
公共下水道 48億 7,852万円
温 　 泉 3,483万円
企 業 会 計 2,340万円
合 計 148億 2,316万円

（単位：円）

町民１人あたりの借入元金 1 世帯あたりの借入元金
一 般 会 計 389,012 1,033,299

特 別 会 計 258,113 685,604

企 業 会 計 1,023 2,718

合 計 648,149 1,721,621

町民一人あたりの借金648,149円ですが下水道事業および災害復旧事業や防災対
策事業などのために借り入れた起債の一部や、国が決めた税制度の変更による減税分
の補てんのために借り入れた起債については国から地方交付税として補われます。

※人口および世帯数は令和5年3月31日現在の住民基本台帳人口をもとに計算しています。
人口：22,870人　　世帯数：8,610世帯

町 の 財 産

町は役場庁舎・公園・学校・総合体育館・図書館などの土
地や建物のほか、基金などの財産を持っています。基金
は特定の目的のために積み立てているお金で、毎年予
算が大きく変わるのを防ぐ役割もあります。また、平成
21年度から始まったふるさと納税でいただいた寄附金
は「池田町第六次総合計画」の実現のために基金に積み
立てています。

土　　　地 713,175㎡
建　　　物 102,083㎡

投資及び出資金 2億 8,436万円
基　　　金 41億 5,502万円
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平
成
23
年
よ
り
株
式
会
社
平
和
堂
（
本
社・

滋
賀
県
彦
根
市
）・
六
之
井
生
産
森
林
組
合
・

藤
代
生
産
森
林
組
合
・
岐
阜
県
・
池
田
町
と
の

間
で
生
き
た
森
林
づ
く
り
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、協
定
場
所
に
て
森
林
整
備
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
６
月
16
日
（
金
）
に

協
働
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
株
式
会
社
平

和
堂
の
社
員
や
地
元
の
森
林
所
有
関
係
者
、岐

阜
県
職
員
、
町
職
員
な
ど
約
50
人
が
参
加
す

る
中
、
下
刈
り
や
集
積
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

「
平
和
の
森
・
池
田
」に
て
森
林

づ
く
り
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

池
田
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

５
期
・
15
年
に
亘
り
活
動
し
、
地
域
社
会
福

祉
に
対
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
前
池
田
町

民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長　

竹
中　

行
雄　

氏
が
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰（
定
時
表
彰
）

（
令
和
４
年
11
月
30
日
付
）
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。 前

池
田
町
民
生
児
童
委
員
協
議

会
会
長
が
厚
生
労
働
大
臣
特
別

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
竹
中
さ
ん
は「
地
域

住
民
の
方
と
の
関
わ
り
を
た
く
さ
ん
持
つ
こ

と
が
で
き
て
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
、
私
の
活
動
に
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
関
係
機
関
担
当
者
の
方
は
じ
め
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
、

と
も
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
活
動
し
て
こ
ら

れ
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
気
付
け
ば
15

年
経
っ
て
い
た
、
と
い
う
感
じ
で
す
。」
と
、

笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
の
伝
達
を
行
っ
た
町
長
か
ら
は
、

「
15
年
の
長
き
に
亘
り
、
池
田
町
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
個
別
に
も
協
議
会
会
長
と

し
て
も
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
積
極

的
に
関
わ
っ
て
、
地
域
社
会
福
祉
の
充
実
に

努
め
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

▲民生委員・児童委員に対する
厚生労働大臣特別表彰

▲

関
係
者
の
協
働
に
よ
る
森
林
活
動
の
様
子

７
月
15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）
に
池
田

町
リ
ー
ダ
ー
研
修
会「
キ
ッ
ズ
・
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
２
０
２
３
in
い
け
だ
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

池
田
町
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
、
池
田
町

青
年
の
つ
ど
い
協
議
会
、
池
田
町
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が
合
同
で
企
画
、
運
営
な

ど
を
行
い
、
池
田
町
内
の
小
学
校
４
年
生
か

「
キ
ッ
ズ
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

２
０
２
３
in
い
け
だ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た

ら
６
年
生
26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

安
全
研
修
活
動
と
し
て
、
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険

予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
行
い
、
楽
し
い
活

動
に
す
る
に
は
安
全
に
気
を
つ
け
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
で
の
異
年
齢
に
よ
る

集
団
活
動
で
は
、
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

各
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
、
池
田
町
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
中
学
生
、
高
校
生
、

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研

究
会
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
円

滑
に
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
活
動
で
得
た
経
験
を
活
か
し
、

仲
間
と
助
け
合
い
協
力
す
る
こ
と
、
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
考
え
て
行
う
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲過ごすテントも自分たちの手で

▲うおりゃー！
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６
月
27
日
（
火
）、
池
田
中
学
校
で
３
年

生
を
対
象
に
「
池
中　

15
の
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
社
会
で
活
躍
す
る

大
人
の
生
き
方
か
ら
、「
働
く
」「
や
り
が
い
」

「
挑
戦
す
る
」
と
は
何
な
の
か
を
学
ぶ
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
講
座
で
す
。

農
家
、
瓦
ふ
き
職
人
、
看
護
師
な
ど
15
人

の
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
大
人
を
招
き
、
仕
事

の
紹
介
や
、や
り
が
い
、た
ど
り
着
い
た
経
緯
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
聞
き
ま

し
た
。

進
路
に
悩
む
生
徒
た
ち
は
、「
失
敗
を
恐

れ
ず
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
」
な

ど
と
感
想
を
持
ち
、
今
も
な
お
挑
戦
し
続
け

る
大
人
か
ら
、
勇
気
を
も
ら
っ
た
よ
う
で
す
。▲講師の話を聴く生徒たち

池
田
中
学
校
で「
15
の
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た

野
村 

ち
ず
さ
ん

（
粕
ヶ
原
）

大
正
12
年
７
月
１
日
生

100
歳
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

95歳おめでとうございます

森
　
智
惠
さ
ん

（
上
町
）

昭
和
３
年
７
月
１
日
生

ご
自
宅
へ
訪
問
す
る
と
「
お
忙
し
い
中

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
、
息
子

さ
ん
と
一
緒
に
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
智
惠

さ
ん
。
実
は
、
年
明
け
か
ら
こ
の
日
を
心

待
ち
に
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

町
長
が
「
95
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
95
歳
を
迎
え
ら
れ
て
ど
う
で
す
か
？
」

と
尋
ね
る
と
、
智
惠
さ
ん
は
、「
戦
争
時

代
の
苦
労
を
考
え
る
と
、
こ
の
歳
ま
で
生

き
る
こ
と
が
で
き
て
あ
り
が
た
い
で
す
。」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

智
惠
さ
ん
は
普
段
か
ら
規
則
正
し
い
生

活
を
心
が
け
て
お
り
、
ご
飯
を
食
べ
る
時

間
や
手
足
の
運
動
を
す
る
時
間
な
ど
自
分

で
1
日
の
計
画
を
た
て
て
生
活
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
毎
日
10
時
は
勉
強
の
時
間

と
決
め
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
収

集
し
、
学
び
を
深
め
る
こ
と
に
も
時
間
を

使
っ
て
い
ま
す
。

町
長
か
ら
は
「
毎
日
の
運
動
を
頑
張
っ

て
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。」
と
言
わ
れ
る
と
、「
は
い
。
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。」
と
明
る
く
答
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

▲上段左から、臼井議長、河村会長、牛嶋副町長、
　　　　　　　中村教育長職務代理者
　中段左から、宮内 彩愛さん、森永 穂禾さん、澤野 青空さん、
　　　　　　　野原 汐莉さん
　下段左から、服部 瑚々実さん、久保田 楓さん、湯朝 玲葵さん、
　　　　　　　野原 蛍さん、栗生 亜湖さん

町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た
交
通

安
全
標
語
の
表
彰
式
が
7
月
12
日
（
水
）
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
優
秀
な
10
作

品
を
次
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
表
彰
さ
れ
た
作

品
は
の
ぼ
り
旗
に
し
、
町
内
小
学
校
や
通
学

路
に
設
置
し
ま
す
。

池
田
町
長
賞
（
最
優
秀
作
）

　
み
ぎ
ひ
だ
り
　
ど
ん
な
み
ち
で
も

　
さ
い
か
く
に
ん

　

（
養
基
小
学
校　

３
年　

野
原　

蛍
）

池
田
町
議
会
議
長
賞
（
優
秀
作
）

　
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
　
い
そ
ぐ
気
も
ち
に

　
ブ
レ
ー
キ
を

　

（
宮
地
小
学
校　

５
年　

宮
内　

彩
愛
）

池
田
町
教
育
長
賞
（
優
秀
作
）

　
ゆ
ず
り
あ
い
　
み
ん
な
が
で
き
た
ら

　
じ
こ
は
ぜ
ろ

　

（
養
基
小
学
校　

１
年　

湯
朝　

玲
葵
）

池
田
町
交
通
安
全
協
議
会
長
賞
（
優
秀
作
）

　
あ
お
る
よ
り
　
大
事
に
し
よ
う
　
ゆ
ず
り
合
い

　

（
池
田
小
学
校　

６
年　

森
永　

穂
禾
）

佳
作

　
か
っ
こ
い
い
！
　
思
い
や
り
う
ん
て
ん

　
で
き
る
人

　

（
宮
地
小
学
校　

３
年　

服
部　

瑚
々
実
）

　
あ
せ
る
な
　
い
そ
ぐ
な
　
お
ち
つ
い
て

　

（
温
知
小
学
校　

１
年　

久
保
田　

楓
）

　
た
だ
い
ま
が
　
言
え
る
運
転
　
よ
ろ
し
く
ね

　

（
温
知
小
学
校　

５
年　

野
原　

汐
莉
）

　
あ
り
が
と
う
　
つ
ぎ
は
わ
た
し
が　

ゆ
ず
り
ま
す

　

（
池
田
小
学
校　

２
年　

栗
生　

亜
湖
）

　
学
校
へ
　
早
く
着
く
よ
り
　
ぶ
じ
に
着
け
　

　

（
八
幡
小
学
校　

５
年　

澤
野　

青
空
）

　
自
転
車
を
　
へ
い
れ
つ
じ
ゃ
な
く
　
直
列
で
　

　

（
八
幡
小
学
校　

６
年　

竹
中　

信
）

令
和
５
年
度　

池
田
町
交
通

安
全
標
語
受
賞
者
と
作
品

牛
嶋
ま
さ
ゑ
さ
ん

（
段
）

昭
和
３
年
６
月
20
日
生

95
歳
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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６
月
26
日
（
月
）、27
日
（
火
）
の
２
日
間
、

新
採
の
国
家
公
務
員
が
地
方
自
治
を
学
ぶ

「
初
任
行
政
研
修
」
が
池
田
町
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
４
人
の
方
が
保
育
園
、
池
田
温
泉
な
ど

を
回
り
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
行
政
の
業
務
を
体

験
し
、
町
長
に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
代
表

の
金
融
庁
の
田
口
さ
ん
は
、「
池
田
町
の
行
政

に
つ
い
て
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

我
々
の
業
務
で
活
か
せ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
の
で
、
持
ち
帰
っ
て
仲
間
と
と
も

に
考
え
、
こ
れ

か
ら
の
国
の
行

政
に
活
か
し
た

い
で
す
。」
と

池
田
町
の
皆
さ

ん
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

新
規
採
用
の
国
家
公
務
員
が

地
方
自
治
を
学
ぶ「
初
任
行

政
研
修
」が
行
わ
れ
ま
し
た

宮
地
・
温
知
・
西
・
養
基
保
育
園
の
園
児
が
「
Ｏ
Ｋ
Ｂ
農
場　

Berry

’s farm

池
田
」
を
訪
問
し
農
園
長
の
今
西
和
平
さ
ん

と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

今
西
さ
ん
か
ら
「
ピ
ン
ク
は
ま
だ
酸
っ
ぱ
い
の
で
、
紫
を
選

ん
で
採
ろ
う
」と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、紫
色
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

を
宝
探
し
の
よ
う
に
収
穫
し
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
そ
の

場
で
パ
ク
リ
と
食
べ
る
と
、「
甘
い
！
」「
お
い
し
い
！
」
な
ど
、

元
気
な
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

保
育
園
の
園
児
達
が
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た

次
代
を
担
う
児
童
の
皆
さ
ん
に
税
の
意
義

や
役
割
を
学
習
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎

年
税
務
課
職
員
が
講
師
と
し
て
学
校
を
訪
問

し
、「
租
税
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

社
会
の
構
成
員
と
し
て
税
金
を
納
め
、
そ
の

使
い
み
ち
に
関
心
を
持
ち
、
納
税
者
と
し
て

社
会
や
国
の
在
り
方
を
主
体
的
に
考
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
温
知
小
学
校
と
宮
地
小
学
校
の
６

年
生
を
対
象
に
「
税
金
っ
て
何
？
」、「
税
金

は
な
ぜ
必
要
な
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
身
近
な
税
金
の
使
い
道
の
話
、
ア

ニ
メ
教
材
鑑
賞
、
１
億
円
の
レ
プ
リ
カ
を
持

ち
上
げ
る
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
の
皆
さ
ん
は
、
し
っ
か
り
と
話
を
聞

き
、
税
金
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
く
れ

ま
し
た
。

温
知
小
学
校
と
宮
地
小
学
校
で

租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

温知保育園

▲

▲

南部リサイクルセンター

▲紫色のブルーベリー見つけた！

６
月
28
日
（
水
）、温
知
小
学
校
の
６
年
生
が
社
会
科
学
習
の

一
環
と
し
て
役
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

議
長
や
町
職
員
か
ら
議
会
の
仕
組
み
や
子
育
て
支
援
政
策
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
て
、
質
問
を
す
る
な
ど
町
政
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

▲議場にて説明を受ける児童たち

▲議長席を囲んで記念撮影

▲質問をする児童たち ▲子育て支援について学ぶ児童たち

温
知
小
児
童
が
役
場
を
訪
問
し
ま
し
た

▲租税教室の様子
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道の駅池田温泉

道の駅池田温泉 テナント情報 白鳥ファーム池田温泉店

白鳥ファーム　お米　夏の大売出し
白鳥ファーム池田温泉店では、７月の周年祭よ

り、お米の大売出しを行っています。
岐阜国体の民泊で利用いただき、大好評だった

もっちり甘い「夢ごこち」を中心にびっくり価格で
ご提供中です。

白鳥ファームは、すべてのお米を50％減農薬・減
化学肥料の特別栽培米として、安心・安全なお米を
提供しています。

池田町の「ふるさと納税」のお礼品にも採用され、
おいしかったというお手紙とともに、直接ご購入さ
れるようになったお客様も多くいらっしゃいます。

「夢ごこち」とは
コシヒカリから進化した低アミロース米で、もっ

ちり甘く、冷めてもおいしく、冷凍・再加熱にも強
いのが特徴です。中華料理の四季紅（美濃加茂）や、
四日市、小笠原のおにぎり屋さんでもご利用いただ
いているほか、東京、神奈川、千葉、沖縄にチェー

ン店を持っているカレー麺屋さんにも採用されるな
ど、池田町を代表するお米として多くの飲食店でも
ご愛顧いただいています。

こんな価格は見たことない
この夏だけのびっくり価格
　夢ごこち（白米５キロ）　
　　　１３００円
　夢ごこち（玄米30キロ）　
　　　６５００円

池田町産の特別栽培米がこ
の価格‼コロナ禍で予定して
いた取引先が減ったため、この
機会に、町民の皆さんや、道の
駅をご利用いただくお客様へ
の大サービスセールです。

数量は十分あると思いますが、売り切れの際はご
容赦願います。ぜひとも、この機会をお見逃しなく‼

＊　今月は、めだかすくいが出店するフリーマーケットはお休みです。次回は９月９日（土）の予定です。

＊イベントの観覧などにお越しの際は、熱中症対策を各自でお願いします。
＊各イベントは、天候の都合、その他諸事情により、中止・変更の場合があります。

真夏の氷の彫刻展 2023

　涼しく美しいと好評をいただいております「真夏の氷の彫刻展」
を今年も開催します。中部氷彫会会員による大きな氷を削っての
彫刻会です。削り始めるところから、ご覧いただけます。外は真
夏の暑さですが、テントの中は爽やかで涼しいひとときの“涼”
をお楽しみください。

彫刻開始予定　午前 11時～　　作品完成予定　午後１時ごろ

13 周年記念祭 第 2弾 　郡上おどり大会
　「郡上おどり保存会」による生演奏で郡上おどりを楽し
んでいただけます。４年ぶりの開催となります。楽しみに、
お待ちください。詳しくは、９月号にてお知らせします。

午後５時～土9/16

20日

スイカ割り大会
　参加費無料のお子様対象のスイカ
割り大会です。割られたスイカは、
皆さんに無料でお配りします。

　午後 2時～無くなり次第終了　　道の駅　イベント広場26土
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０５０・５８６５・1561

も
し
も
の
火
災
に
備
え
て
!!

い
け
だ
消
防
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す

～
消
防
団
第
２
・
４
・
５
分
団
合
同

機
動
演
習
を
行
い
ま
し
た
～

　９月１日は「防災の日」です。この日は、大正12年
９月１日に発生した関東大震災、昭和34年９月に襲来
した伊勢湾台風などをきっかけとして、昭和35年の閣
議によって定められました。
　災害による被害の軽減には、防火防災訓練など、日ご
ろの継続的な取り組みを通じた、一人ひとりの防災意
識、防災行動力の向上が必要不可欠です。例えば初期消
火訓練、建物に備え付けられている消火設備の確認や使
用方法の確認を行う訓練です。実際に建物で火災が発生
すると、天井に燃え移るまでの時間は３分程度と言われ
ています。天井に燃え移った段階だと、消火器での消火
は難しくなるため火災の拡大は免れません。災害発生の

理屈を知り、災害発生時の対処法、企業、法人が自然災
害に備え、防災の日と防災週間をきっかけとして、防災
に関する行動を１つでも多く、ぜひ実践してみてくださ
い。

防災の日と防災週間

池田町火災・救急件数
令和５年６月30日現在

区　　分
2023年分 2022年分

６月分 累計 ６月分 累計
火災件数 ０件 ２件 ０件 ３件

救急
件数

出動
件数 ６６件 ４５９件 ７７件 ４２０件

搬送
人数 ６１人 ４４１人 ７４人 ４０５人

　

消
防
団
に
よ
る
合
同
機
動
演
習
が
７
月

２
日（
日
）、
北
池
野
地
区
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

演
習
開
始
前
に
、
北
池
野
区
民
、
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
水
消
火
器
を
使
用
し

た
消
火
器
の
取
り
扱
い
訓
練
や
、
煙
体
験

ハ
ウ
ス
で
火
災
時
の
煙
の
疑
似
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
午
前
８
時
頃
に
民
家
か
ら
出
火

し
た
想
定
で
開
始
し
、
火
災
を
発
見
し
た

区
民
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
訓
練
と
、
消

火
栓
を
使
っ
た
放
水
訓
練
を
区
民
と
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
が
行
い
ま
し
た
。

　

サ
イ
レ
ン
吹す
い

鳴め
い

後
、
池
田
町
消
防
団
お
よ

び
大
垣
消
防
組
合
北
部
消
防
署
に
よ
る
合

同
機
動
演
習
を
開
始
し
ま
し
た
。
訓
練
は
あ

ら
か
じ
め
活
動
内
容
を
非
公
開
で
行
う
ブ

ラ
イ
ン
ド
式
で
実
施
し
、
火
災
時
の
応
用

力
を
鍛
え
、
消
防
団
と
消
防
署
が
連
携
し

て
実
戦
さ
な
が
ら
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
の
魅
力
や
防
火
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
い
け
だ
消
防

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。
消
防
車
両
の
乗
車
体
験
や
放
水
体

験
、
消
防
車
両
缶
バ
ッ
ジ
ラ
リ
ー
な
ど
、
お
子
様
向
け
の
各
種
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
26
日（
土
）
午
前
８
時
～
正
午

場
所　

中
央
公
民
館
南
駐
車
場

内
容

・
消
防
車
両
缶
バ
ッ
ジ
ラ
リ
ー
（
３
０
０
人
限
定
）

・
放
水
体
験

・
支
援
車
乗
車
体
験

・
ス
ノ
ー
ケ
ル
車
乗
車
体
験
（
限
定
10
組
）

・
火
災
予
防
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

・
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
吉
本
住
み
ま
す
芸
人
ラ
イ
ブ
な
ど

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

消
防
防
災
係　

☎
45･

３
１
１
１（
内
線
２
３
５
）

▲機動演習の様子

▲消火器の取り扱い訓練

▲消防車両大集合！
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大
会
結
果
報
告 

～
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
個
人
が
活
躍
！
～

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

◆
第
16
回
全
国
社
会
人
ク
ラ
ブ

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　

６
月
23
日（
金
）～
25
日（
日
）

○
45
歳
以
上
女
子

　

シ
ン
グ
ル
ス　

２
位

　

ダ
ブ
ル
ス　

２
位

　

葛
西 

深
雪（
大
垣
ク
ラ
ブ
／
市
橋
）

　

全
国
２
位　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

【
水
球
】

◆
第
46
回
全
国
Ｔ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　

夏
季
水
泳
競
技
大
会
水
球
競
技
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

　

７
月
１
日（
土
）～
２
日（
日
）

○
優
勝　

大
垣
市
水
球
ク
ラ
ブ

　

池
田 

蒼
梧（
池
田
中
３
年
）

　

こ
の
大
会
の
結
果
に
よ
り
８
月
に
京
都
府
で
開
催
の

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
！

大�

会
名

　

令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

総
合
開
会
式　
７
月
22
日（
土
）

場
所　

札
幌
市　

北
海
き
た
え
ー
る

　

県
大
会
・
東
海
大
会
な
ど
を
勝
ち
抜
き
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
す
。

出
場
者

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

　

桒
原 

嘉
萌（
岐
阜
商
業
高
等
学
校
１
年
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

　

野
原 

皓
斗（
岐
阜
商
業
高
等
学
校
１
年
）

　

加
藤 

愛
梨（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　
（
岐
阜
商
業
高
等
学
校
１
年
）

　

平
本 

梨
々
菜（
青
森
山
田
高
等
学
校
２
年
）

【
弓
道
】

　

湯
朝 

優
奈（
大
垣
商
業
高
等
学
校
２
年
）

　

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▲葛西選手　左

▲池田選手（前列中央）

▲激励会にて

揖
斐
警
察
署
池
田
交
番
が
六
之
井
に
移
転

し
ま
し
た
。交
番
内
に
は
、外
来
者
用
ト
イ
レ

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
個
別
相
談
室

が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
外
来
者
用
ト

イ
レ
は
、一
般
の
方
も
使
う
こ
と
が
で
き
、地

域
の
方
が
立
ち
寄
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

昨
今
の
ス
マ
ホ
普
及
に
よ
り
、
不
審
電
話

や
メ
ー
ル
な
ど
詐
欺
相
談
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
心
配
事
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

池
田
交
番　

☎
45
・
３
１
０
２

北池野駅

池野駅
池
田
高
校

八幡郵便局
宝光寺

養
老
鉄
道

至 大垣市

至 揖斐川町

●
池田町役場

417西
部
農
免
道
路 岐阜

関ケ原線

●スーパー

53

▼

移転後の場所

新
し
い
池
田
交
番

新
し
い
池
田
交
番

【
射
撃
】

◆
第
71
回
岐
阜
県
高
等
学
校

　

総
合
体
育
大
会

　

５
月
21
日（
日
）

○
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技

　

ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル

　

男
子
個
人　

３
位

　

今
西 

諒
介（
済
美
高
校
２
年
）

　

こ
の
結
果
に
よ
り
、
７
月
に

広
島
県
で
開
催
の
２
０
２
３
年

度
全
日
本
高
校
生
ピ
ス
ト
ル
射

撃
競
技
選
手
権
大
会
の
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。

▼

池田交番の皆さん
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揖斐郡教育研修センターだより揖斐郡教育研修センターだより

令
和
５
年
度
「
揖
斐
郡
児
童
生

徒
文
化
事
業
」
の
ご
案
内

②�

揖
斐
郡
図
工
・
美
術
作
品
展
、

　
ふ
れ
あ
い
作
品
展

日
時　
９
月
２
日
（
土
）
～
３
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

場
所　

池
田
町　

中
央
公
民
館
２
階

作
品
部
門

　

児
童
生
徒
科
学
作
品
展

　
　

・
研
究
の
部

　
　

・
採
集
の
部

　
　

・
科
学
工
作
の
部

　

社
会
科
課
題
追
究
作
品
展

　
　

・�

研
究
ノ
ー
ト
、
新
聞
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
、
社

会
科
の
研
究
作
品

◇�

優
秀
作
品
は
郡
で
の
表
彰
を
行
い
、「
岐
阜
県
科

学
作
品
展
」「
岐
阜
県
社
会
科
課
題
追
究
作
品
展
」

に
出
品
し
ま
す
。

　

揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
揖
斐
郡
内
の

児
童
生
徒
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
「
揖
斐
郡
児
童
生
徒

文
化
事
業
」
は
、
従
来
の
集
合
型
（
通
常
の
開
催
形

式
）
で
の
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
作
品
展
会
場
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
多
く

の
児
童
生
徒
が
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
作
品
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、ご
参
観
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
図
工
・
美
術
作
品
展

日
時　

令
和
６
年
１
月
20
日（
土
）～
21
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　

23
日
（
火
）　

午
前
９
時
～
正
午

　
　

※
22
日
（
月
）
休
館

場
所　

揖
斐
川
町　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

は
な
も
も

◇
作
品
部
門　
「
平
面
の
部
」「
立
体
の
部
」
の
２
部
門

◆
ふ
れ
あ
い
作
品
展

　

※
図
工
・
美
術
作
品
展
と
同
時
開
催

　

揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
に
は
、
郡
内
不
登
校
小
中

学
生
の
社
会
的
自
立
を
促
し
、
学
校
生
活
へ
の
復
帰
を
支

援
す
る
「
ほ
ほ
え
み
教
室
」
を
開
室
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

電
話
に
よ
る
「
教
育
相
談
」
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
教
育
相
談
専
門
ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
44
・
１
２
６
８
（
ほ

ほ
え
み
指
導
員
が
対
応
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
　
揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

　

揖
斐
郡
池
田
町
田
中
５
５
５
番
地　

☎
44
・
１
２
６
１

①
揖
斐
郡
児
童
生
徒
科
学
作
品
展

　
揖
斐
郡
社
会
科
課
題
追
究
作
品
展

③
揖
斐
郡
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

郡
審
査　
９
月
４
日
（
月
）

審
査
部
門　
「
自
由
図
書
の
部
」・「
課
題
図
書
の
部
」

　

�（
字
数　

小
学
校
低
学
年
：
８
０
０
字
以
内　

小
学

校
中
・
高
学
年
：
１
２
０
０
字
以
内　

中
学
校
：

２
０
０
０
字
以
内
）　

◇�

優
秀
作
品
は
「
揖
斐
郡
読
書
感
想
文
集
」
に
掲
載
し
、

郡
研
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。ま
た
、

最
優
秀
作
品
は
、「
岐
阜
県
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
応
募
し
ま
す
。

ほ
ほ
え
み
教
室
に
つ
い
て

　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

の
た
め
に
、
文
字
の
情
報
を
音
声
情
報
に
し
て
伝
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
病
気
や
事
故
で
中
途
失
明
し
た

方
は
点
字
の
習
得
が
困
難
な
場
合
が
多
く
、
得
ら
れ
る

情
報
の
ほ
と
ん
ど
は
音
声
情
報
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
よ
る
読
み
上
げ
は
精
度
が
充
分
で
は
な
く
、
そ
の
上

パ
ソ
コ
ン
が
不
慣
れ
な
方
に
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
操
作
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
池
田
町
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
音
訳
サ
ー
ク

ル
せ
せ
ら
ぎ
」
の
み
な
さ
ん
が
町
広
報
や
議
会
だ
よ
り

を
パ
ソ
コ
ン
で
録
音
し
て
い
ま
す
。
目
で
読
む
と
分
か

り
や
す
い
情
報
も
、
耳
だ
け
で
聞
く
と
分
か
り
に
く
い

場
合
が
あ
る
た
め
、
読
む
時
に
は
文
章
の
ど
こ
で
切
る

か
、
声
の
大
き
さ
・
抑
揚
・
発
声
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
録
音
は
当
番
制
で
、
毎
月
28
日
ご

ろ
か
ら
、
翌
月
４
日
ご
ろ
ま
で
に
図
書
館
で
吹
き
込
み

を
し
ま
す
。
録
音
し
た
音
声
は
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
、
利
用
者

の
も
と
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

「
目
の
代
わ
り
」
と
な
っ
て
情
報
を
伝
え
る
大
切
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
み
な
さ
ん
も
こ
の
活
動
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
９
月
３
日（
日
）　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

池
田
町
中
央
公
民
館 　

内�

容　

音
訳
の
基
礎
と
具
体
的
な
読
み
方
に
つ
い
て

講�

師　

神 

尚
喜
先
生
（
視
覚
障
が
い
者
生
活
情
報
セ

ン
タ
ー
ぎ
ふ
）

対�

象　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

の
あ
る
方
、
せ
せ
ら
ぎ
会
員

受
講
料　

無
料

問�

い
合
わ
せ

　

池
田
町
図
書
館 

山
形
（
☎
45
・
６
２
２
２
）、
ま
た

は
音
訳
サ
ー
ク
ル
代
表　

原（
☎
45
・５
５
７
８
）ま
で
。

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
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池
田
の
太
鼓
判　

第
３
回
公
募
の
ご
案
内

対�

象
商
品　

池
田
町
で
開
発
も
し
く
は
生
産

さ
れ
た
商
品
、
ま
た
は
池
田
町
で
産
出
さ

れ
た
農
林
水
産
物
お
よ
び
そ
の
加
工
品

応�

募
資
格　

町
内
に
主
た
る
事
業
所
、
住
所

を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
ま
た
は
そ
れ

ら
の
者
で
構
成
さ
れ
た
団
体

応
募
件
数　
１
事
業
所
あ
た
り
３
点
ま
で

募�

集
期
間　

８
月
７
日（
月
）
～
９
月
29
日

（
金
）
※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
（
１
次
審
査
）
11
月　
（
２
次
審
査
）
12
月

応�

募
方
法　
「（
様
式
第
１
号
）
池
田
の
太
鼓

判
認
定
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
産
業
課
に
提
出
く
だ
さ
い
。
申
請

書
は
、
産
業
課
窓
口
で
の
受
け
取
り
の
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
池
田
の
太
鼓
判
」

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

審
査
の
基
準

　

⑴
池
田
町
の
地
域
性
が
感
じ
ら
れ
る
度
合
い

　

⑵
特
産
品
と
し
て
の
独
自
性
、
優
位
性

　

⑶
特
産
品
の
安
定
供
給
力

　

⑷
特
産
品
の
継
続
的
改
善
へ
の
意
志
、
能
力

　

⑸
特
産
品
と
し
て
の
成
長
性

　

⑹�

消
費
者
の
安
心
感
、
信
頼
性
確
保
の
仕

組
み

　

⑺�

池
田
町
の
雇
用
や
生
産
を
誘
発
す
る
期

待
度
合
い

　

⑻�

池
田
町
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
資
す
る
度

『
池
田
の
太
鼓
判
』
と
し
て
自

『
池
田
の
太
鼓
判
』
と
し
て
自

慢
の
商
品
を
町
ぐ
る
み
で
Ｐ
Ｒ

慢
の
商
品
を
町
ぐ
る
み
で
Ｐ
Ｒ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　池田温泉本館・新館、道の駅池田温泉はお盆期間中、休まず営業します。
　皆さんのお越しを心よりお待ちしています。

池田温泉お盆営業日のご案内

8/11（金） 8/12（土） 8/13（日） 8/14（月） 8/15（火） 8/16（水） 8/17（木） 8/18（金）
本館 10:00～
新館 10:00～
池田町
高齢者割引 × ○ × ○
池田町
広報無料券 × ○ × ○

温
泉
バ
ス

地区回り便 運休 運行
池野駅直通 休日便 平日便
垂井駅直通 休日便 運休 火･金便 運休 火･金便

道の駅 10:00～17:00
※温泉バスの時刻　
　１．地区回り便	 通常どおり　　             
　２．池野駅直通バス「池野駅」発	 平日便　→① 10:30、② 14:30
	 休日便　→①   9:50、② 11:50、③ 13:50、④ 15:50
　３．垂井駅直通バス「JR垂井駅北口」発　	 火・金便→① 11:10、② 15:10
	 休 日 便→① 10:55、② 14:50

合
い

※�

応
募
商
品
を
審
査
す
る
際
に
、
商
品
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
そ
の
際

の
費
用
に
関
し
て
は
、
申
請
者
自
身
で
の

ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

「
池
田
の
太
鼓
判
」
の
認
定
を
受
け
る
と
…

①�「
池
田
の
太
鼓
判
」
認
定
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

商
品
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②�

町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
無
料
雑
誌
な

ど
へ
掲
載
し
、
商
品
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
す
。

③�

町
が
主
催
、
共
催
ま
た
は
参
加
す
る
物
産

展
な
ど
へ
優
先
的
に
出
店
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

④�

町
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
商
品

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
で
き
ま
す
。

⑤�

事
業
所
の
要
望
な
ど
に
、
各
委
員
が
可
能

な
限
り
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
課　

商
工
観
光
係

　

☎
45
・
３
１
１
１（
内
線
２
５
４
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

45
・
８
３
１
４
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誰
も
が
参
加
で
き
る
新
感
覚
サ
イ
ク
リ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
昨
年
度
と
同
様
に
「
西
美
濃
」

を
舞
台
と
し
た
位
置
情
報
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

に
ス
マ
ホ
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

　

期
間
は
1
か
月
間
で
ア
プ
リ
上
に
設
定
さ

れ
た
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
、
グ
ル
メ
や
美
し
い

景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

訪
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
で
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
、

獲
得
し
た
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
素
敵
な
特

典
と
交
換
で
き
ま
す
。

　

参
加
コ
ー
ス
は
決
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
自

分
だ
け
の
自
由
な
コ
ー
ス
を
見
つ
け
、
西
美

濃
の
歴
史
や
文
化
、
グ
ル
メ
そ
し
て
同
じ
参

加
者
と
の
交
流
を
通
し
て
、
西
美
濃
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

遊�

び
方　

専
用
ア
プ
リ
を
使
い
マ
ッ
プ
に
示

さ
れ
た
そ
の
土
地
の
名
所
や
ゆ
か
り
の
ス

ポ
ッ
ト
を
期
間
内
に
自
転
車
で
巡
り
、
街

を
回
遊
し
な
が
ら
獲
得
し
た
総
合
得
点
を

競
う
新
感
覚
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
す
。

●
大
会
名　

ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
２
３

期
間　
９
月
16
日（
土
）～
10
月
15
日（
日
）

場
所
　
岐
阜
県
西
美
濃
全
域

　

１
０
０
か
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
そ

の
中
の
13
か
所
で
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

参
加
コ
ー
ス
　
自
由

参�

加
資
格　

全
国
各
地
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
初

心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
の
す
べ
て
の
方

参
加
料
　
無
料

エ
ン
ト
リ
ー
開
始　
８
月
16
日
（
水
）

ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
２
３

ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
２
３

エ
ン
ト
リ
ー
方
法

　

専
用
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
始
を
祝
し
て
の
開
会
セ

レ
モ
ニ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
者
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
サ
コ
ッ
シ
ュ
を
先
着
50
名
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。

日
時

　

９
月
16
日（
土
）　

午
前
10
時
～
11
時

場
所

　

大
垣
市
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
記
念
館

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
コ
ッ
シ
ュ
の
事
前
申
し

込
み
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

※�

申
し
込
み
ペ
ー
ジ
の
更
新

は
８
月
16
日
に
な
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
ま
で
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

主
催　
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
実
行
委
員
会

構�

成
団
体　

大
垣
商
工
会
議
所
、
大
垣

市
、
海
津
市
、
養
老
町
、
垂
井
町
、
関

ケ
原
町
、
神
戸
町
、
輪
之
内
町
、
安
八

町
、
揖
斐
川
町
、
大
野
町
、
池
田
町
、

（
公
社
）
大
垣
青
年
会
議
所

問
い
合
わ
せ

　

公
益
社
団
法
人
大
垣
青
年
会
議
所
事
務
局

　

☎
０
５
８
４
・
47
・
８
２
７
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
８
４
・
47
・
８
２
７
６

　

Em
ail:info@

ogaki-jc.jp

※�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
は

８
月
16
日
（
水
）
に
な
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

　

https://tour-de-nippon.jp/　

　

ridearound-tourdenishim
ino/

　

町
内
の
公
立
保
育
園
お
よ
び
私
立
認
定
こ
ど
も
園
８
園

で
、
令
和
６
年
４
月
入
園
お
よ
び
途
中
入
園
予
定
の
園
児

を
募
集
し
、入
園
受
付
を
行
い
ま
す
。
入
園
で
き
る
の
は
、

ご
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
乳
幼
児
の
み
で
す

（
認
定
こ
ど
も
園
を
除
く
）。

　

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
８
月
21
日（
月
）
よ
り
各

施
設
と
健
康
福
祉
課
に
て
申
込
用
紙
を
配
布
致
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
受
付
日
に
ご
希
望
の

施
設
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
健
康
福
祉
課
☎
45
・
３
１
１
１（
内
線

１
５
２
）
ま
た
は
各
施
設
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

養
基
保
育
園
に
関
し
て
は
、
養
基
小
学
校
養
基
保
育
所

組
合
☎
45
・
７
４
２
０
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

保育園・認定こども園　令和６年度４月以降入園受付日
施設名 入園受付日 受付時間 定員（人） 所在地 TEL

宮地保育園 公立 ９月５日（火） 午後１：30~３：00 30 池田町宮地720-1 ☎45・2454
温知保育園 公立 ９月７日（木） 午前９：00~11：00 180 池田町萩原1216-1 ☎45・2143
西保育園 公立 ９月４日（月） 午前９：00~11：00 70 池田町田畑207 ☎45・2209
養基保育園 公立 ９月４日（月） 午後１：30~３：30 120 池田町粕ヶ原607-3 ☎45・3139
池田こども園 私立 ９月５日（火） 午前９：00~11：00 90 池田町白鳥115 ☎45・3015

みどりの森八幡こども園 私立 ９月７日（木） 午後１：30~３：00 50 池田町八幡1277-1 ☎45・2578
片山保育園 私立 ９月６日（水） 午前９：00~11：00 70 池田町片山2936-1 ☎45・6133
市橋保育園 私立 ９月６日（水） 午後１：30~３：00 70 池田町市橋1588-1 ☎（0584）71・3002

令
和
６
年
度
の
保
育
園
お
よ
び

令
和
６
年
度
の
保
育
園
お
よ
び

　
　

認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
募
集

　
　

認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
募
集

～
入
園
受
付
を
開
始
し
ま
す
～

～
入
園
受
付
を
開
始
し
ま
す
～

※当日ご都合の悪い方は、10月31日（火）までに、各施設または健康福祉課へご提出願います。

▲プレゼント
　申し込みフォーム

▲大会ウェブサイト
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農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委

員
14
人
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
６
人

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
池
田
町
の
農
地

利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
努
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

○
農
業
委
員

　

今
西　

和
平
（
般
若
畑
）

　

土
川　

鉄
郎
（
宮　

地
）

　

遠
藤　

和
未
（
沓　

井
）

　

香
田　

一
（
粕
ヶ
原
）

　

寺
田　
　

浩
（
本
郷
北
）

　

野
原　

祐
治
（
山　

洞
）

　

森　
　

利
之
（
青　

柳
）

　

伊
藤　

米
雄
（
杉　

野
）

　

石
田
三
比
朗
（
六
之
井
）

　

國
枝　

正
義
（
上　

田
）

　

北
村　
　

豊
（
下
東
野
）

　

林　
　

輝
彦
（
上
八
幡
）

　

谷
口　

三
雄
（
片
山
北
）

　

成
瀬　

一
弘
（
片
山
南
）

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

野
原　

栄
司
（
舟　

子
）

　

内
藤　

孝
義
（
田　

中
）

　

内
田　
　

務
（
下
田
畑
）

　

安
藤　

一
三
（
萩　

原
）

　

松
岡　

清
一
（
下
八
幡
）

　

中
村　
　

勝
（
市　

橋
）

■
農
業
委
員
会
事
務
局

　

産
業
課　

農
務
係

　

☎
45
・
３
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

新
し
い
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

新
し
い
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
み
な
さ
ん
で
す

適
化
推
進
委
員
の
み
な
さ
ん
で
す

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」

野
菜
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

１
日
３
５
０
ｇ
以
上
を
目
標
に
野
菜
を
食

べ
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
28
年
度
県
民
栄
養
調
査
に
お
い
て
、

岐
阜
県
民
の
1
日
の
野
菜
摂
取
量
は
男
性

２
７
３
ｇ
、
女
性
２
５
７
ｇ
と
目
標
量
ま
で

70
ｇ
程
足
り
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

毎
日
の
食
事
に
野
菜
料
理
を
＋
１
皿（
約

70
ｇ
）
で
目
標
の
３
５
０
ｇ
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

野
菜
フ
ァ
ー
ス
ト
と
は
？

①
い
つ
も
の
食
事
に
＋
野
菜
１
皿

②
食
事
の
最
初
に
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う

③
野
菜
摂
取
量
全
国
１
位
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

〇
ぎ
ふ
野
菜
フ
ァ
ー
ス
ト
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

　

イ
ベ
ン
ト
や
野
菜
た
っ

ぷ
り
レ
シ
ピ
な
ど「
野
菜

フ
ァ
ー
ス
ト
」
に
よ
る
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

〇
ぎ
ふ
食
と
健
康
応
援
店

　

岐
阜
県
で
は
県
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
お
店
を「
ぎ
ふ
食

と
健
康
応
援
店
」
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

野
菜
た
っ
ぷ
り
料
理
の
お
店
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。
外
食
で
の
お
店
選
び
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

８
月
８
月
3131
日
は
や
さ
い
の
日

日
は
や
さ
い
の
日

～
ま
ず
野
菜
！
食
べ
て
健
康
日
本
一
！
～

～
ま
ず
野
菜
！
食
べ
て
健
康
日
本
一
！
～

　

野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ

る
と
食
塩
摂
取
量
も
増
え

が
ち
で
す
。
減
塩
に
も
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
食
塩
１
日
の
目
標
量（
15
歳
以
上
）

　

男
性
７
．
５
ｇ
未
満

　

女
性
６
．
５
ｇ
未
満

問
い
合
わ
せ

　

岐
阜
県
西
濃
保
健
所　

健
康
増
進
課

　

☎
０
５
８
４
・
73
・
１
１
１
１

　
（
内
線
２
８
１
）

　

精
神
科
医
師
に
よ
る『
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時　
８
月
24
日（
木
）

　

午
前
10
時
～
、
午
前
10
時
30
分
～
、

　

午
前
11
時
～

場
所　

池
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内�

容　

自
分
の
悩
み（
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
不

安
が
あ
る
）
や
家
族
の
こ
と
で
困
っ
て
い

る
こ
と

相
談
料　

無
料

申�

し
込
み　

予
約
制
で
す
。
必
ず
事
前
に
お

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
に
は
保
健
所
職
員
が
同
席
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　

岐
阜
県
西
濃
保
健
所 

健
康

増
進
課 

保
健
予
防
係

　

☎
０
５
８
４
・
73
・
１
１
１
１

　
（
内
線
２
９
５
）

※�

毎
月
第
２
木
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）
に
、

西
濃
保
健
所
で
こ
こ
ろ
の
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
予
約
制
の
た
め
、
日
時
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
西
濃
保
健
所
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

▲ぎふ野菜ファーストの
　インスタグラム

▲岐阜県公式
　ウェブサイト

　

熱
中
症
対
策
の
一
環
と
し
て
一
部
の
公

共
施
設
に｢

ひ
ん
や
り
ス
ペ
ー
ス｣

を
設

け
て
い
ま
す
。
暑
い
日
は
、我
慢
せ
ず
に
、

ご
家
庭
で
は
冷
房
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ひ
ん
や
り
ス
ペ
ー
ス
に
は
遠
慮
を
せ

ず
に
、
涼
み
に
来
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
９
月
29
日（
金
）
ま
で

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

開
館
日
・
時
間
は
施
設
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

場
所　

池
田
町
役
場
、
池
田
町
図
書
館

　

池
田
町
総
合
体
育
館

　

池
田
町
中な

か

公
民
館

　

池
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

道
の
駅
池
田
温
泉
、
霞
渓
舎
（
池
野
駅
）

設
備
品

　

冷
茶
（
役
場
の
み
）、
う
ち
わ

　

冷
感
ス
プ
レ
ー
、
冷
感
シ
ー
ト

※�

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い

ま
す
。

ひ
ん
や
り
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し

ひ
ん
や
り
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し

て
い
ま
す

て
い
ま
す

▲ひんやりスペース（池田町役場ほか）

▲熱中症予防のための
　情報・資料サイト
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敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

　

敬
老
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
開
催
を
中

止
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
感
染
防

止
対
策
を
図
り
な
が
ら
、
88
歳
に
な
ら
れ
る

米
寿
の
方（
昭
和
10
年
4
月
1
日
～
昭
和
11

年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
を
西
公
民
館
に
お
迎

え
し
、
開
催
し
ま
す
。

　

敬
老
会
で
は
、
式
典
の
ほ
か
に
、
和
太
鼓

と
和
楽
器
の
融
合
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

　

対
象
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
前
に
本
会
へ
の

ご
案
内
と
出
欠
席
の
ご
報
告
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
指
定
の
期
限
ま
で
の
ご
回
答
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
79
歳
以
上
の
方（
昭
和
19
年
12
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
に
は
、
敬
老
の

日
に
合
わ
せ
、
お
祝
い
状
と
記
念
品
を
郵
送

に
て
お
贈
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
敬
老
の
日

の
お
祝
い
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
９
月
18
日（
月
・
敬
老
の
日
）

　
　
　

午
前
９
時（
予
定
）
～

場
所　

池
田
町
西
公
民
館

問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課　

高
齢
福
祉
係

　

☎
45
・
３
１
１
１（
内
線
１
１
２
、１
１
３
）

保
険
料
の
前
納
制
度
と
は

　

国
民
年
金
に
は
一
定
期
間
の
保
険
料
を
あ

ら
か
じ
め
納
付
で
き
る
、
保
険
料
の
前
納
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
前
納
制
度
に
は
、
現
金
支
払
い
に
よ

る
前
納
と
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
、
さ
ら
に

口
座
振
替
の
早
割
が
あ
り
ま
す
。

現
金
払
い
の
前
納

　

保
険
料
の
前
納
は
、
１
年
ま
た
は
半
年
間

を
単
位
と
し
て
支
払
い
ま
す
が
、
現
金
支
払

い
の
前
納
の
場
合
、
任
意
の
月
か
ら
そ
の
年

度
末
の
３
月
分
ま
で
の
保
険
料
を
前
納
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
分
の
1
年
間
の
保
険
料
を

現
金
払
い
で
毎
月
納
付
す
る
と
、
１
６
，

５
２
０
円
×
12
か
月
＝
１
９
８
，
２
４
０
円

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
現
金
払
い
で
１
年
度

分
前
納
す
る
と
、
１
９
４
，
７
２
０
円
と
な

り
、
３
，
５
２
０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
６
か
月
分
の
保
険
料
を
現
金
払

い
で
前
納
す
る
と
、
９
９
，
１
２
０
円
が

９
８
，
３
１
０
円
と
な
り
、
８
１
０
円
の
割

引
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
年
度
分（
令
和
５
年
度
及
び

令
和
６
年
度
分
）
の
保
険
料
を
現
金
払
い

で
前
納
す
る
と
、
２
年
度
分
の
保
険
料
額

４
０
２
，
０
０
０
円（
令
和
５
年
度
保
険
料

１
９
８
，
２
４
０
円
＋
令
和
６
年
度
分
保

険
料
２
０
３
，
７
６
０
円
）
が
３
８
７
，

１
７
０
円
と
な
り
、
１
４
，
８
３
０
円
の
割

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
割
引

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
割
引

制
度
に
つ
い
て

制
度
に
つ
い
て

引
と
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
前
納

　

口
座
振
替
に
よ
る
保
険
料
の
前
納
は
、
次

の
５
種
類
か
ら
自
由
に
選
ん
で
お
申
し
込
み

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
２
年
前
納

②
１
年
前
納

③
６
か
月
前
納

④�

当
月
末
振
替（
早
割
）　

本
来
の
納
付
期
限

よ
り
も
１
か
月
早
く
口
座
か
ら
振
替
し
ま

す
。

⑤�

翌
月
末
振
替　

※
保
険
料
の
割
引
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

口
座
振
替
で
１
年
度
分
の
保
険
料
を
前
納

す
る
と
、
現
金
支
払
い
で
の
前
納
の
場
合

よ
り
さ
ら
に
割
引
さ
れ
、
１
年
度
分
の
保

険
料
は
１
９
４
，
０
９
０
円
と
な
り
、
４
，

１
５
０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
６
か
月
分
の
保
険
料
を
口
座
振
替

で
前
納
す
る
と
、
保
険
料
は
９
７
，
９
９
０

円
と
な
り
、
１
，
１
３
０
円
の
割
引
と
な
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
年
前
納
で
２
年
度
分
の
保

険
料
を
前
納
し
て
い
た
だ
く
と
、
３
８
５
，

９
０
０
円
と
な
り
、
１
６
，
１
０
０
円
の
割

引
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
口
座
振
替
に
よ
る
保
険
料
の
前

納
の
う
ち
、
１
年
前
納
お
よ
び
４
月
か
ら
９

月
分
の
６
か
月
前
納
の
申
し
込
み
の
締
切

は
、２
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

10
月
か
ら
翌
年
３
月
分
の
６
か
月
前
納
の
申

し
込
み
の
締
切
は
、
８
月
末
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
早
割

　

保
険
料
の
前
納
に
は
、
現
金
払
い
に
よ
る

前
納
と
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
の
ほ
か
に
、

口
座
振
替
の
早
割
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
の
口
座
振
替
の
場
合
に
は
、
毎
月
の

保
険
料
は
翌
月
末
の
引
き
落
と
し
に
な
り
ま

す
が
、
口
座
振
替
の
早
割
の
場
合
に
は
、
毎

月
の
保
険
料
が
当
月
中
に
引
き
落
と
し
さ

れ
、
月
額
50
円
、
年
間
で
６
０
０
円
の
割
引

と
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
早
割
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
従
来
の
口
座
振
替
か
ら
早
割
制
度

に
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
改
め
て
申
し
込
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み
手
続
き
は

　

役
場
保
険
年
金
課
ま
た
は
、
預
貯
金
口
座

を
お
持
ち
の
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を

含
む
）、
年
金
事
務
所
へ「
国
民
年
金
保
険
料

口
座
振
替
納
付（
変
更
）
申
出
書
」
を
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
申
出
書
は
、
役
場
保
険
年
金

課
や
年
金
事
務
所
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。

※�

１　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
に
は
、
基
礎

年
金
番
号
の
記
入
が
必
要
で
す
。
年
金
手

帳
も
し
く
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
や
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
郵
送
物
な
ど
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※�

２　

金
融
機
関
届
出
印
や
口
座
名
義
人
氏

名
な
ど
に
不
備
が
あ
る
と
、
手
続
き
が
間

に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期

日
に
は
余
裕
を
も
っ
て
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
は

　

保
険
年
金
課
③
番
窓
口

　

☎
45
・
３
１
１
１（
内
線
１
１
３
）

　

大
垣
年
金
事
務
所

　

☎
０
５
８
４
・
78
・
５
１
６
６
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屋
外
広
告
物
講
習
会
の
開
催
に

屋
外
広
告
物
講
習
会
の
開
催
に

つ
い
て

つ
い
て

日
時　
９
月
22
日（
金
）

　

受
付
開
始
：
午
前
９
時
～

　

講
習
：
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時（
予
定
）

場
所　

岐
阜
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
Ｇ
）

　
　
　

２
階
大
研
修
室

　
　
　
（
岐
阜
市
橋
本
町
１

－

10

－

23
）

対�

象　

屋
外
広
告
物
の
表
示
お
よ
び
掲
出
物

件
の
設
置
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
ま

た
は
従
事
し
よ
う
と
す
る
者
、
屋
外
広
告
物

を
表
示
ま
た
は
掲
出
し
よ
う
と
す
る
者

申�

し
込
み　

受
講
申
込
書
を
次
の
受
付
場
所

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

・
岐
阜
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

　
（
〒
５
０
０

－

８
１
５
４

　

岐
阜
市
木
ノ
下
町
５

－

21

－

１
）

・
岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課

　
（
〒
５
０
０

－

８
５
７
０

　

岐
阜
市
薮
田
南
２

－

１

－

１
）

※�

受
講
申
込
書
は
、
岐
阜
県
都
市
政
策
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
岐
阜
県
広
告
美

術
業
協
同
組
合
の
窓
口
で
入
手
で
き
ま
す
。

受�

付
期
間　
８
月
１
日（
火
）～
31
日（
木
）

　
　
　
　
　
【
当
日
消
印
有
効
】  

受�

講
定
員　

99
名
程
度（
先
着
順
、
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

受�

講
料　

３
，
０
０
０
円（
講
習
課
程
の
一

部
免
除
者
は
１
，
８
０
０
円
）

使�

用
テ
キ
ス
ト

　

配
布
テ
キ
ス
ト
お
よ
び「
屋
外
広
告
の
知

識
」（
第
４
、５
次
改
訂
版
）

※�「
屋
外
広
告
の
知
識
」（
第
４
、５
次
改
訂

版
）
は
当
日
購
入
可
能
。（
希
望
者
）

問
い
合
わ
せ

　

岐
阜
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

　

☎
０
５
８
・
２
４
５
・
４
４
７
２

　

岐
阜
県　

都
市
建
築
部　

都
市
政
策
課

　

☎
０
５
８
・
２
７
２
・
８
６
４
８

募
集
戸
数　
８
部
屋

所
在
地　

願
成
寺
１
３
４
番
地
の
１

建
築
年
度　

平
成
３
年
か
ら
平
成
５
年

構
造　
３
階
建
て　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

駐
車
場　
１
台

■
入
居
条
件
と
な
る
収
入
金
額

　

家
賃
は
、
入
居
者
の
収
入
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

　

入
居
資
格
の
条
件
で
あ
る
収
入
金
額
は
、

次
の
計
算
式
で
算
出
し
ま
す
。

収
入
金
額
＝
（
総
所
得
金
額

－

（
一
般
控
除

＋
特
別
控
除
））
÷
12
か
月

家
賃

・�

一
般
世
帯
の
収
入
金
額
が
、

　

１
５
８
，０
０
０
円
／
月　

以
下
の
場
合
、

　

２
２
，
９
０
０
円
～
３
６
，
１
０
０
円

・�

高
齢
者
世
帯
・
身
体
障
が
い
者
世
帯
な

ど
の
収
入
が
、
２
１
４
，
０
０
０
円
／

月　

以
下
の
場
合
、
２
２
，
９
０
０
円
～

４
７
，
６
０
０
円

敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

　

そ
の
他
入
居
資
格
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
建
設
課
都
市
計
画

係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

都
市
計
画
係

　

☎
45
・
３
１
１
１
（
内
線
２
６
９
）

願
成
寺
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

願
成
寺
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す

し
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
制
度
は
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
の
資
格
が
あ
る
人

（
所
得
制
限
で
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
人

も
含
む
）
は
８
月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
が
な
い
と
11
月
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
な

お
、
現
況
届
の
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
受

給
者
宛
て
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
添
付
書
類

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
同
封
の

お
知
ら
せ
に
し
た
が
っ
て
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
間

　

８
月
１
日（
火
）か
ら
８
月
31
日（
木
）ま
で

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

持
ち
物

　

児
童
扶
養
手
当
証
書
・
そ
の
他
必
要
な
書
類

問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

子
育
て
支
援
政
策
係

　
☎
45
・
３
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い

出
し
て
く
だ
さ
い

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
法
令
に
定
め
る

知
的
・
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
を
有
す

る
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
さ
れ
て
い
る

父
母
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
資
格
が
あ

る
人
（
所
得
制
限
で
支
給
停
止
に
な
っ
て
い

る
人
も
含
む
）
は
提
出
期
間
中
に
所
得
状
況

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
届

出
が
な
い
と
８
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
所
得
状
況
届
の

関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
受
給
者
宛
て
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
同
封
の
お
知
ら
せ
に
し

た
が
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

　

８
月
10
日（
木
）か
ら
９
月
11
日（
月
）

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

持
ち
物

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
・
そ
の
ほ
か
必

要
な
書
類

問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

子
育
て
支
援
政
策
係

　

☎
45
・
３
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

酒
害
相
談
の
ご
案
内

酒
害
相
談
の
ご
案
内

　

お
酒
を
や
め
た
い
の
に
や
め
ら
れ
ず
困
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に
関
す

る
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
や
ご
家
族
を

対
象
に
、
次
の
と
お
り
相
談
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
２
日（
水
）、
９
月
６
日（
水
）、

　

10
月
４
日（
水
）

　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
午
後
８
時
45
分

場
所　

大
垣
市
総
合
福
祉
会
館

相
談
料　

無
料

　

個
人
の
情
報
は
厳
守
さ
れ
、
匿
名
で
参
加

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
次
の
電
話
番
号
で
電

話
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

岐
阜
西
濃
断
酒
会

　

☎
０
５
８
・
３
２
６
・
１
５
２
２
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①役場に来庁 ②カード申請 約１か月 ③自宅か郵便局で受取

マイナンバーカード申請受付中！
１．役場１階ロビーに特設コーナーを設置
２．マイナンバーカード発行申請が短時間で完了

〇マイナンバーカード取得の流れ（申請時来庁方式）

休日のマイナンバーカード受け取り

【カード受け取りのご予約】住民課　☎45・3111（内線166）

☆申請について☆
　・マイナンバーカードの申請時に必要書類を整えて申請することで、申請したマイナンバーカード
は郵送で自宅にお届けします。

　・申請書類をその場で発行し、顔写真の撮影もできますので、本人確認書類があれば手軽に申請を
することができます。

　〈注意〉
　　・通知カードがある方はお持ちください。
　　・顔写真付きの本人確認書類（運転免許証・パスポート）をお持ちでない場合は、２点の確認書

類（健康保険証、年金手帳、介護保険証など）が必要となります。
　　・15歳未満の方は、親権者の同伴が必要です。また、本人確認書類（親権者：運転免許証、子：

健康保険証と福祉医療費受給者証）が必要となります。

　休日にカードの受け取り窓口を開設します！ぜひこの機会にご利用ください。

※特設コーナーの受付時間は平日午前９時～午後５時です。

【開設日時】８月13日（日）午前９時～正午
　※予約制です。（予約受付は、平日の午前９時～午後５時）
　※ご予約は、お電話で住民課へ！（交付通知書（ハガキ）を用意してお電話ください）　
　※予約締め切りは、８月10日　午後５時まで。
　※予約可能枠には限りがあります、お早めにご予約ください。

【開設場所】住民課窓口（役場１階①番窓口）
【主な必要なもの】

　※必ずご本人様がお越しください。
　※詳しくは、交付通知書（ハガキ）をご覧ください。
【注意事項】
　※当日はマイナンバーカードの受け取りのみの開設となります。マイナポイントの申込支援、各種証明書の発
行、住所変更などの手続きはできませんので、あらかじめご了承ください。

　※予約制ですので、予約締め切りまでにご予約ください。
　※必ずご本人様がお越しください。
　※当日に必要なものをお持ちでないなどで要件を満たさない場合、受け取りできないことがあります。
　※システムに予期しない障害などが発生した場合、開設を中止することがあります。

★15歳以上でカードの申請が初めての方
　・交付通知書（ハガキ）
　・本人確認書類（運転免許証等）
　・通知カード（お持ちの方のみ）

☆0歳～14歳でカードの申請が初めての方
　・交付通知書（ハガキ）
　・本人確認書類（保険証および医療費受給者証）
　・通知カード（お持ちの方のみ）
　・親権者の本人確認書類（運転免許証等）
　・親権者が同行してください
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６
月
30
日
（
金
）、
中
央
公
民
館
第
１
会

議
室
で
交
通
安
全
協
議
会
理
事
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

理
事
会
に
は
各
地
区
よ
り
選
出
の
理
事
の

方
が
出
席
し
、
来
賓
の
岡
﨑
町
長
か
ら
は
、

「
池
田
町
内
で
１
件
で
も
交
通
事
故
が
減
る

よ
う
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

理
事
会
で
は
令
和
４
年
度
決
算
報
告
、
令

和
５
年
度
予
算
案
・
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
交
通
安
全
対
策

協
力
費
（
１
世
帯
２
５
０
円
）
は
、
次
の
内

訳
表
の
と
お
り
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

池
田
町
交
通
安
全
協
議
会
理
事

池
田
町
交
通
安
全
協
議
会
理
事

会
を
開
催
し
ま
し
た

会
を
開
催
し
ま
し
た

▲髙橋交通課長（揖斐警察署）の講話を聞く出席者

収入の部
項　　目 決 算 額

交通安全協議会費 1,668,450
　　（1）交通安全対策協力費 1,668,450
助　成　金 108,000
　　（1）町助成金 108,000
雑　収　入　 5
　　（1）雑収入 5
　　（2）研修負担金 0
繰　越　金 345,378

（１）前年度繰越金 345,378
計 2,121,833

支出の部
項　　目 決 算 額

1．事務費 6,313
　　（1）消耗品費 0
　　（2）印刷製本費 0
　　（3）通信運搬費 6,313
2．会議費 5,017
　　（1）総会費 0
　　（2）理事会費 5,017
3．事業費 633,520
　　（1）消耗品費 289,600
　　（2）広報活動推進費 307,320
　　（3) 表彰費 13,850
　　（4）傷害保険料 22,750
　　（5）役員研修費 0
4．負担金補助および交付金 1,070,000
　　（1）安全指導交付金 520,000
　　（2）支部活動補助金 550,000
　　（3）研修負担金 0
5．慶弔費 0
　　（1）慶弔費 0
6．予備費 0
　　（1）予備費 0

計 1,714,850
収入支出差し引き残高　406,983 円を令和 5 年度へ繰越

令和4年度決算内訳表

●
高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の

成
年
後
見
相
談
会

　

自
分
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら

の
こ
と
、
相
談
し
て
み
て
は
？
司
法
書
士
が

お
応
え
し
ま
す
。

日
時　
９
月
17
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

場
所　
Ｏ
Ｋ
Ｂ
ふ
れ
あ
い
会
館　

４
階

　

４
０
５
，
４
０
７
，
４
０
８　

小
会
議
室

予
約
受
付

　

８
月
28
日（
月
）か
ら
９
月
11
日（
月
）ま
で

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
ご
案
内

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
ご
案
内

●
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
説
明
会

「
成
年
後
見
人
っ
て
最
近
よ
く
耳
に
す
る
け

ど
？ 

」

「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
将
来

が
不
安
だ
わ
。」

「
遺
産
分
割
の
必
要
が
あ
る
ん
だ
け
ど
・・
。」

な
ど
の
疑
問
に
対
し
て
、
実
際
に
後
見
業
務

を
行
っ
て
い
る
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
役
員

が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

日
時　
９
月
17
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
（
受
付
午
後
１
時
15
分
か
ら
）

場
所　
Ｏ
Ｋ
Ｂ
ふ
れ
あ
い
会
館

　
　
　

３
階　

３
０
１
中
会
議
室

内
容

　

遺
言
と
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
学
ぼ
う

受
講
料　

無
料　

定
数
80
人

申�

し
込
み　

予
約
受
付
８
月
28
日
（
月
）
か

ら
９
月
11
日
（
月
）
ま
で
（
先
着
順
）

　

岐
阜
県
支
部
ま
で
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
も
可
）。

問
い
合
わ
せ
・
予
約

　

�

公
益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト　

岐
阜
県
支
部
（
岐

阜
県
司
法
書
士
会
館
内
）

　

〒
５
０
０

－

８
１
１
４

　

岐
阜
市
金
竜
町
５

－

10

－

１

　

☎
０
５
８
・
２
５
９
・
７
１
１
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
８
・
２
４
５
・
２
３
２
７
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家
屋
評
価
に
ご
協
力
を

家
屋
評
価
に
ご
協
力
を

　

令
和
５
年
１
月
以
降
に
新
築
ま
た
は
増
築

し
、
完
成
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
12
月
末

ま
で
に
役
場
税
務
課
職
員
が
家
屋
評
価
に
伺

い
ま
す
。

　

家
屋
評
価
と
は
、
令
和
６
年
度
分
以
降
の

固
定
資
産
税
の
基
と
な
る
評
価
額
を
算
出
す

る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

調
査
に
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
案
内
文
書

の
投
函
な
ど
で
事
前
に
連
絡
を
取
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
未
登
記
家
屋
の
取
り
壊
し
、

所
有
権
移
転
に
つ
い
て
★

●
家
屋
な
ど
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

　

家
屋
や
土
地
お
よ
び
償
却
資
産
に
対
す
る

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
課

税
さ
れ
ま
す
。
令
和
５
年
１
月
以
降
に
未
登

記
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り
壊
し
た

場
合
、「
建
物
取
壊
申
請
書
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
お
よ
び
必
要
書
類
は
役

場
税
務
課
、
ま
た
は
池
田
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
内
に
取
り
壊

し
を
計
画
さ
れ
て
い
る
場
合
も
役
場
税
務
課

資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

未
登
記
家
屋
の
取
り
壊
し
に
つ
い
て
は
確

認
が
困
難
な
た
め
、
届
け
出
が
な
い
と
取
り

壊
し
が
わ
か
ら
ず
、
翌
年
度
も
課
税
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
登
記
の
あ
る
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
で
も
、
滅
失
登
記
が
翌
年
に
わ
た
る
場

合
に
は
役
場
税
務
課
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
未
登
記
家
屋
を
名
義
変
更
す
る
と
き
は

　

土
地
の
所
有
権
移
転
登
記
が
済
み
、
そ
の

土
地
に
あ
る
未
登
記
家
屋
の
名
義
を
変
更
す

る
と
き
や
未
登
記
家
屋
の
名
義
人
が
死
亡
し

た
と
き
、
ま
た
、
売
買
な
ど
に
よ
り
未
登
記

家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
に
は

「
未
登
記
家
屋
の
課
税
台
帳
登
録
名
義
人
変

更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
変
更
届
用

紙
お
よ
び
必
要
書
類
は
役
場
税
務
課
に
あ
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
登
記
が
あ
る
家
屋
で
、
す
で
に

法
務
局
で
滅
失
登
記
や
所
有
権
移
転
登
記
が

済
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
届
け
出
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

資
産
税
係

　

☎
45
・
３
１
１
１（
内
線
１
４
１
）

　

西
濃
口
腔
保
健
協
議
会
で
は
、
８
０
２
０

運
動
（
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
の
歯
を

残
し
、
一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う
）
を
積

極
的
に
啓
発
推
進
す
る
た
め
、
80
歳
に
な
ら

れ
た
方
を
対
象
に
歯
科
健
診
を
行
い
、
よ
い

歯
の
高
齢
者
を
表
彰
し
ま
す
。

対
象
者

　

次
の
①
②
も
し
く
は
③
に
該
当
す
る
方
で

す
。

①�

令
和
４
年
11
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
10
月

31
日
に
満
80
歳
に
な
ら
れ
た
方
、
な
ら
れ

る
方

　

�（
生
年
月
日
が
昭
和
17
年
11
月
１
日
か
ら

昭
和
18
年
10
月
31
日
ま
で
の
方
）

②�

20
本
以
上
自
分
の
歯
が
あ
り
、
健
康
で
十

分
噛
め
る
方

③�

②
の
条
件
を
満
た
し
た
81
歳
以
上
の
方

で
、
過
去
に
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
方

※�

①
に
該
当
す
る
方
に
は
、『
よ
い
歯
の
高

齢
者
表
彰
健
診
応
募
』
の
は
が
き
を
８
月

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

健
診
期
間

　

８
月
16
日（
水
）か
ら
29
日（
火
）ま
で

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
歯
科
医
院

（
大
垣
市
、
海
津
市
、
不
破
郡
、
安
八
郡
、

養
老
郡
、
揖
斐
郡
歯
科
医
師
会
員
）
で
歯
科

健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
健
診
は
無
料
）

※�

①
に
該
当
す
る
方
は
、『
よ
い
歯
の
高
齢

者
表
彰
健
診
応
募
』
の
は
が
き
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
45
・
３
１
９
１

よ
い
歯
の
高
齢
者
表
彰
の
ご
案
内

よ
い
歯
の
高
齢
者
表
彰
の
ご
案
内

池田町は口座振替を推奨しています池田町は口座振替を推奨しています 池
田
町
は
口
座
振
替
を
推
奨
し
て
い
ま
す

池
田
町
は
口
座
振
替
を
推
奨
し
て
い
ま
す

池田町は口座振替を推奨しています 池田町は口座振替を推奨しています
池
田
町
は
口
座
振
替
を
推
奨
し
て
い
ま
す

池
田
町
は
口
座
振
替
を
推
奨
し
て
い
ま
す

★
延
長
窓
口
サ
ー
ビ
ス
★

　

毎
週
水
曜
日
は
、
午
後
７
時
ま
で
税

務
課
窓
口
業
務
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
証
明
書
の
発
行
、
町
税
の
納
付

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
月
の
納
税

今
月
の
納
税

町
県
民
税　
　
　
　

第
２
期

国
民
健
康
保
険
税　

第
４
期

８
月
31
日（
木
）

●
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
第
２
期

対
象
者

　

平
成
29
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
30
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
（
い
わ
ゆ
る
年
長

児
の
子
）

　

接
種
期
限
は
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
が
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
接
種
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●�

ジ
フ
テ
リ
ア
お
よ
び
破
傷
風
予
防
接
種
第
２
期

対
象
者

　

平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
24
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん（
小
学
校
６
年
生
）

　

接
種
期
限
は
13
歳
に
な
る
前
日
ま
で
で
す

が
、
小
学
校
６
年
生
の
間
に
接
種
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
日
本
脳
炎

　

平
成
17
年
か
ら
の
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控

え
に
よ
り
、
日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
を

受
け
る
機
会
を
逃
し
た
平
成
７
年
４
月
２
日

～
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
は
、
20

歳
未
満
ま
で
定
期
で
の
予
防
接
種
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
で
合
計
４
回
（
第
１
期
初

回
２
回
、第
１
期
追
加
１
回
、第
２
期
１
回
）

の
接
種
が
済
ん
で
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
４
回
の
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、

未
接
種
分
の
予
診
票
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

必
ず
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
う
え
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

接
種
の
際
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
医
療
機

関
に
予
約
し
、
お
子
さ
ん
の
体
調
の
よ
い
と

き
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
接

予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
が
な
い

予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
が
な
い

か
確
認
を

か
確
認
を

種
を
受
け
ら
れ
る
方
が
18
歳
未
満
の
場
合

は
、
原
則
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
45
・
３
１
９
１
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建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
、
労

働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る

共
済
証
紙
ま
た
は
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
を
積
み

立
て
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ

と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退

職
金
制
度
で
す
。
電
子
申
請
方
式
の
活
用

で
、
手
続
き
が
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
特
長

◎�

国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込

み
手
続
は
簡
単
で
す
。

◎�

経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◎�

掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法

人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て

扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

◎�

掛
金
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

電
子
申
請
で
の
納
付
も
可
能
で
す
。

◎�
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

☆�

電
子
申
請
方
式
で
共
済
証
紙
に
か
か
る
事

務
負
担
が
軽
減
し
ま
す
。

・�

金
融
機
関
で
の
共
済
証
紙
の
購
入
が
不
要

と
な
り
、
社
内
の
Ｐ
Ｃ
で
退
職
金
ポ
イ
ン

ト
を
購
入
で
き
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

知
っ
て
い
ま
す
か
？  

建
退
共
制
度

建
退
共
制
度

・�

共
済
証
紙
の
共
済
手
帳
へ
の
貼
付
・
消
印

や
下
請
へ
の
交
付
・
確
認
が
不
要
と
な

り
、
購
入
し
た
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
か
ら
自

社
や
下
請
の
被
共
済
者
に
掛
金
と
し
て
充

当
さ
れ
ま
す
。

・�

退
職
金
ポ
イ
ン
ト
購
入
額
や
掛
金
充
当
額

な
ど
が
サ
イ
ト
上
で
自
動
管
理
さ
れ
る
の

で
、
残
高
管
理
の
負
担
が
軽
減
し
ま
す
。

・�

電
子
申
請
方
式
で
発
行
す
る
掛
金
収
納
書

な
ど
は
、
公
共
工
事
に
お
け
る
工
事
関
係

書
類
の
電
子
化
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

・�

共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日
数
に
応

じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

電
子
申
請
方
式
の
場
合
は
、
労
働
者
の
就

労
日
数
に
応
じ
て
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
を
適

正
に
充
当
し
て
く
だ
さ
い
。

・�｢

建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所
持
し

て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業
界
を
引
退
す

る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す

る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、
制
度
説

明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の
知

り
た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

地
震
な
ど
に
よ
り
災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
対
し
、
各
種
手
続
き
の
特

例
措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

建
退
共　

岐
阜
県
支
部

　

☎
０
５
８
・
２
７
６
・
３
７
４
４

建
退
共

検
索

　

現
場
に
居
合
わ
せ
た
皆
さ
ん
に
よ
る
迅
速

な
１
１
９
番
通
報
と
、
速
や
か
な
応
急
手
当

が
救
命
リ
レ
ー
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
救
命
講
習

会
に
参
加
し
て
、
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
り
扱
い
を
マ
ス
タ
ー
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

日
時　
９
月
10
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

講
習
種
別

　

実
技
救
命
講
習（
普
通
）
Ⅰ（
２
時
間
）

※�

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
内
容
は
、成
人
に
対

す
る
心
肺
蘇
生
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、窒

息
の
手
当
、止
血
の
方
法
な
ど
を
学
ぶ
コ
ー

ス
で
す
。

※�

実
技
救
命
講
習
は
、
ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
講

習
を
受
講（
大
垣
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
受
講
可
能
）
し
て
か
ら
実
技
を
行

う
時
短
コ
ー
ス
で
す
。

場
所　

大
垣
市
外
野
３
丁
目
20
番
地
２

　

大
垣
消
防
組
合
消
防
本
部　

屋
内
訓
練
場

募
集
人
員　

30
人
程
度

申
込
期
間

　

８
月
10
日（
木
）
～
９
月
７
日（
木
）

申
し
込
み
方
法

　

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
メ
ー
ル

ま
た
は
電
話
に
て
北
消
防
署
赤
坂
分
署
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

第
三
者
へ
の
個
人
情
報
の
提
供
お
よ
び
開

示
は
行
い
ま
せ
ん

そ
の
他

⑴�

講
習
を
修
了
さ
れ
た
方
に
は
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。（
受
講
料
は
無
料
で
す
）

⑵�

実
技
講
習
を
行
い
ま
す
の
で
、
動
き
や
す

い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶�

受
講
者
は
大
垣
消
防
組
合
管
内（
大
垣
市

（
上
石
津
地
域
を
除
く
）、
神
戸
町
、
輪
之

内
町
、
安
八
町
、
池
田
町
）
に
在
住・在
勤・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
方
に
限
り
ま
す
。

⑷�

ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
講
習
を
受
講
後
に
発
行

さ
れ
た
受
講
証
明
書
を
印
刷
す
る
か
、
画

面
メ
モ
な
ど
に
保
存
し
、
実
技
講
習
時
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
の
際
は
、
北
消
防
署
赤
坂
分
署
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

大
垣
消
防
組
合　

北
消
防
署　

赤
坂
分
署

　

☎
０
５
８
４
・
71
・
０
２
０
４

　

メ
ー
ル akasaka@

ogaki-syoubou.or.jp

一
般
公
募
に
よ
る
救
命
講
習
開

一
般
公
募
に
よ
る
救
命
講
習
開

催
の
ご
案
内

催
の
ご
案
内

～
一
家
に
一
人
救
命
者
を
！
～

～
一
家
に
一
人
救
命
者
を
！
～

８
月
は
不
適
正
森
林
開
発
防
止

８
月
は
不
適
正
森
林
開
発
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す

　

森
林
を
開
発
す
る
と
き
は
、
届
け
を
出
し
、

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
た
と
え
自
分
の
山
で
も
、
森
林
を

伐
採
す
る
と
き
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
届
け
出

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
森
林
内
で
不
審

な
立
木
伐
採
や
掘
削
、
建
築
物
を
見
か
け
た

ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

揖
斐
農
林
事
務
所　

林
業
課

　

☎
23
・
１
１
１
１

　
（
内
線
４
４
１
、４
４
２
、４
４
３
）
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池田町では、新たなタクシー利用助成事業として
いけタクの運用を10月から開始します！

制度内容
池田町に住民票を有する方で①、②いずれかの条件に当てはまる方
❶満 80 歳以上の方
❷運転免許証を保有していない方で、以下の条件のいずれかに当てはまる方
・65歳以上の方　
・身体障がい者手帳・療育手帳・精神障がい者保健福祉手帳のいずれかの交付を受けた方で、
満18歳以上の方

ただし、次のいずれかに該当する場合は助成を受けることができません。
・福祉施設などに入所している方
・３か月以上の長期的な入院をされている方
・申請者を含む世帯内に町税などの未納がある方

１乗車につき300円の自己負担、運賃2000円を上限として、最大1700円を町が利用を助成
します。
同乗者がいる場合でも１乗車につき300円です。
ただし行き先は池田町内、揖斐川町脛永地区、神戸町の黒川胃腸科外科クリニック、
大野町に新設される西濃厚生病院に限ります。乗車回数の制限は設けません。

岐阜県タクシー協会西濃支部に加盟しているタクシー事業者６社
①揖斐タクシー株式会社　②スイトトラベル株式会社　③岐阜近鉄タクシー株式会社
④大垣タクシー株式会社　⑤中部交通株式会社　⑥山田タクシー

全日　午前８時から午後５時

令和５年９月１日（金）より受付開始
池田町役場２階　12番窓口　企画課にて受付
80歳以上の方で初めてタクシー助成事業を利用する場合は申請が必要です。
現行制度をご利用の方は後日ご自宅に新規許可証を送付しますので再申請は不要です。

対  象  者

内  　  容

利用できる
タクシー事業者

申請開始日

利 用 方 法

問い合わせ　企画課　企画政策係　☎45・3111（内線242）

　　池田町タクシー利用助成事業（いけタク）
運用開始のお知らせ

利用可能日
・時間

●ご利用のイメージ図

目的地

➁営業所から
運転手に連絡

利用者

タクシー運転手タクシー営業所

➂迎車

➃乗車

①利用者ご自身でタクシー営業所に電話予約

いけタクを
利用します
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Q＆A
申請について
申請にはどんな書類が必要ですか？
80 歳未満の方は申請書に、免許証を返納したことがわかる書類（運転経歴証明証や取消通知書など）、
免許証を初めからお持ちでない方は申請者の本人確認書類（マイナンバーカードなど）を添付してください。
80 歳以上の方は、申請書に申請者の本人確認書類（マイナンバーカードなど）のみで申請可能です。
申請は代理人でも可能ですか？
利用したい方が来庁困難な場合は、ご家族の方が代理で申請することが可能です。
その際は申請者の本人確認書類をご持参ください。
利用許可証は申請して即日発行されますか？
利用許可証の発行には町税などの滞納の確認がありますので数日かかります。
また、滞納されていた場合は利用許可証を発行することが出来ません。
現行のタクシー助成事業を利用している場合、再度申請が必要ですか？
現行のタクシー補助制度を受けられている方には、いけタクを利用するための利用許可証を発行し、ご自
宅へ郵送することを予定しています。お手元に届くまでお待ちください。

助成対象について
80 歳で運転免許証を持っている場合はいけタク利用できますか？
80 歳以上の方は運転免許証の所持関係なく申請することができます。
いけタクを介護タクシーなどでも利用ができますか？
いけタクは一般的なタクシーの利用を想定しています。介護タクシーなどはご利用いただけません。
障害者手帳の等級によっては受けられない場合がありますか？
障害者手帳の等級に関わらず、免許証をお持ちでないのであれば許可証を発行することが可能です。

タクシーの利用について
いけタクを利用するにはどうすればよいですか？
タクシー事業者に電話して予約する際に、『いけタクを利用します』とお伝えください。
目的地まで向かう道中で友達をタクシーに乗せることはできますか？
出発地から目的地までを１乗車とし、その道中で誰かと乗り合わせることはできません。
申請者の身体が不自由で一人でタクシーに乗れない場合はどうすればよいか？
いけタクを利用する際は必ず介助者と一緒に利用してください。
いけタクを利用しようとしたが利用許可証を忘れてしまった場合はどうすればよいか？
許可証を忘れてしまった場合は原則利用ができませんので、自費にて精算願います。

その他について
利用許可証を紛失した場合は再発行ができますか？
再発行することはできますので、身分を証明する書類を
お持ちください。
申請者が死亡した場合の利用許可証はどうすればいいか？
利用者が死亡した際は、親族の方が利用許可証を
役場企画課まで返却するようお願いします。
利用料金について詳しく知りたいです。
利用料金のイメージは右の図となります。

A1
Q1

A2
Q2

A3
Q3

A4
Q4

A5
Q5

A6
Q6

A7
Q7

A8
Q8

A9
Q9

A10
Q10

A11
Q11

A12
Q12

A13
Q13

A14
Q14

③利用料金が4,000円の場合

自己負担は300円＋2,000円＝2,300円

自己負担
300円

町費負担
1,700円

自己負担（超過分）
2,000円

○利用イメージ

①利用料金が600円（初乗り運賃分）の場合

が2,000円の場合

自己負担
300円

自己負担
300円

町費負担
1,700円

自己負担は300円

町費負担
300円

自己負担は300円

②利用料金
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99::3030～～1818::3030
99::3030～～1717::0000

池 田 町 関 係 書 籍

「ときめぐり２０２３」如月れいな発行

●郷土資料寄贈のお願い
　図書館では池田町に関係する資料を積極的に収集しています。

対象の資料を刊行されましたら図書館に寄贈をお願いします。

【対象となる資料】

①池田町にかかわる資料

②池田町出身または在住の方の著作物

③町内団体・機関の刊行物

　図書館で本を借りるとスタンプを押します。
　スタンプ 10個で達成賞がもらえます。（200 人まで）全
部たまらなくてもスタンプ５個以上でささやかなプレゼン
トがあります。（250 人まで）
　８月 30 日（水）まで開催していますので、ぜひ参加し
てみてください。

対象：０歳児～小学校６年生まで

スタンプラリーを開催中です

親子で読み聞かせを

お楽しみください。

８月５日・12日・19日・26日（土）
午前10時30分～

おはなし室

一 般 書

「物語の種」

有川ひろ著／幻冬舎

「彼女が言わなかったすべてのこと」

桜庭一樹著／河出書房新社

「えらいこっちゃ！はじめてのプール」

ゆーちみえこ絵、かさいまり文／アリス館

　ある家電メーカーで出世街道驀進中の研究所長には、意外

な秘密があって…。全 10 篇を収録。

　先日、大学の同級生だった中川君と偶然再会した。彼と私は、

どうやら別の東京を生きている。パラレルフィクション。

　小学校って「えらいこっちゃ」がいっぱい！初めての学校の

プールでのがんばりを描いた絵本。文 芸 書

児 童 書 ・ 絵 本

「まいまいつぶろ」

村木嵐著／幻冬舎

「四十雀、跳べ！」

林真理子著／光文社

「さっと！つるっと！夏麺」

重信初江著／池田書店

「今日からはじめるおさいほうのキホン」

越膳夕香監修／成美堂出版

「へんしんようかい」

あきやまただし作・絵／金の星社

　「まいまいつぶろ ( カタツムリ )」

と呼ばれ蔑まれた第９代将軍・徳川家

重。廃嫡を噂される若君と後ろ盾のな

い小姓、二人の孤独な戦いが始まった。

　40 代は可能性マックス。まずは、

なにか面白いことをしたいと思うこと

─。連載エッセイをまとめて書籍化。

　手軽にパパッとできる！タンパク質

も旬の野菜も摂れる！暑さに負けない

麺料理のレシピを多数紹介。

　道具と材料から下準備、ミシン縫い、

手縫い、バッグ作りまで、「おさいほ

うのキホン」を写真とともにわかりや

すく解説する。

森の中にたっている不気味な小屋。こ

こに入ると、おじさんも猫も妖怪に変

身してしまい…。

夏季イベントのお知らせ 夏休み課題図書コーナー設置中
【草木染めでエコバッグをつくろう！】

日　時：８月６日（日）　午前 10：30 ～正午
場　所：図書館　駐輪場
講　師：麻処さあさ　田口ひさこさん 
対　象：小学生（低学年以下は保護者同伴）
内　容：草木染めでエコバッグを作ります
定　員：15 人程度（保護者含まず）　　参加費：無料
動きやすい靴と汚れてもいい服装でお越しください

　図書館では、夏休みの課題図書を
はじめ、工作や自由研究本のコーナー
を設置しています。
　本の場所がわからない、どの本が
いいかわからないなど、お困りの時
はお気軽に図書館司書にご相談くだ
さい。

休館日は町民カレンダーをご覧ください 。
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問い合わせ

今年も池田町のがん検診が始まります今年も池田町のがん検診が始まります

○日本人の 2 人に 1 人はがんにかかっています 
　がんは日本人の死因の第１位であり、２人に１人がか
かり、３人に１人が亡くなる病気です。池田町でも令和
２年度に亡くなられた方のうち約３割ががんで亡くなら
れています。
○定期的な検診や精密検査が大切です 
　がん細胞は細胞分裂によって数を増やし、大きくなり
ます。できたばかりの小さながん細胞は目に見えませ
ん。目に見える約１㎝のがん細胞になるまで 10 ～ 20 年
かかります。しかし、１㎝のがんが２㎝程に大きくなる
のはたった１～２年です。早期がん（１～２㎝程度）の
段階では自覚症状はほぼなく、気になる症状などが出始
めた時には進行がんに進んでいる可能性があります。そ
のため検診を１～２年ごとに繰り返し受けること、検診
後に必要な場合は精密検査を受けることで、がんの早期
発見、早期治療につながります。
○池田町がん検診の受け方
①検診の希望日を決め、池田町保健センターに予約をし

てください。（定員になり次第締め切らせていただき
ます。）

②予約した日時に検診を受けましょう。 
③検診後 1 か月頃までに保健センターから結果を郵送し

ます。
④検診結果を確認し、精密検査が必要な場合は医療機関

にて早めに精密検査を受けましょう。 
⑤来年度（検診の種類によっては来年度以降）の検診も

受けましょう。

〇池田町で実施しているがん検診

　南蛮酢のさっぱりとした味つけと野菜のシャ
キシャキ食感が、夏バテしやすい暑い季節でも

食べやすいですよ。見た目もカラフルで彩りの良い一品です。
鮭には、たんぱく質やビタミンＤなどの栄養素を多く含んで
います。ビタミンＤは体内で骨形成を促進させる働きがあり
ます。

●鮭の南蛮漬け

鮭	 ２８０ｇ
薄力粉	 小さじ４
油	 大さじ２
玉ねぎ	 1/2個
人参	 1/2本
ピーマン	 ４個
　　だし汁	 １６０cc
Ａ　酢	 大さじ２
　　しょうゆ	 小さじ４
　　砂糖	 大さじ２
かいわれ大根	 適宜

〈材料〉４人分

作り方

①	鮭は食べやすい大きさに切り、全体に薄力粉をまぶす。
②	玉ねぎ、人参、ピーマンはせん切りにする。
③	フライパンに油を熱し、鮭を全体的にこんがり焼き、一旦取り
出しておく。

④	フライパンの油を軽く拭き再度熱し、玉ねぎ、人参、ピーマン
をさっと炒める。

　Ａを加えてひと煮立ちさせ、③を加えて混ぜる。
⑤	器に盛り、半分に切ったかいわれ大根をのせる。

１人分の栄養価 エネルギー　234kcal　食塩相当量　1.1 ｇ

一口メモ

胃がん 大腸がん 肺がん
男　性 女　性
前立腺がん 乳がん 子宮頚がん

20～ 29 歳

・問診
・内診
・子宮細胞診
負担金：800円

30 ～ 39 歳 ・問診
・超音波検査
・マンモグラフィ
負担金：1100円

※ �30歳代の方はマ
ンモグラフィの
有無が選択でき
ます。

※ �40歳代の方はマ
ンモグラフィが2
方向撮影となり
ます。

40 ～ 49 歳

・問診
・胃部X線
負担金：900円

・問診
・便潜血検査
　（免疫 2日法）
負担金：500円

・問診
・胸部X線
・喀

かく

痰
たん

検査
　（必要に応じて）
負担金：300円
（喀痰検査
　　別途500円）

50 ～ 64 歳

・問診
・血液検査
（PSA検査）
負担金：500円

65 歳以上

結核住民検診（内容
は上記と同じ）案内
は9月末に発送、検診
は10月以降です。

受診間隔 1 年に 1回

PSA値
1.0ng/ml 以下
3年に 1回
1.1ng/ml 以上
1年に 1回

原則 2年に 1回

※ 2月に実施した家族調査でがん検診を希望された方には８月末に案内を郵送します。
※令和 5年度の上半期保健カレンダー、下半期保健カレンダー（９月広報と一緒に配布予定）でも日程が確認できます。
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池田町ぎふっこ応援宣言　子どもは町の宝！　安心して子どもを産み育てられる環境づくりに全力で取り組みます。

片山子育て支援センターこあら

■『ファーストバースデー』
日　時　８月９日(水)　午前10時～11時30分
定　員　7組
　8月で満１歳のお誕生日を迎えるお友達、一
緒にお祝いしましょう。

■『1/2バースデー』 
日　時　８月９日(水)　午後1時30分～3時
定　員　7組
　1/2バースデーのお祝いをします。今月は令和
5年１月生まれのお友達です。

■手形アート
日　時　８月30日(水)
　　　　①午前10時～11時30分
　　　　②午後１時30分～３時
定　員　7組
申込期間　7月24日（月）～
　　　　定員になり次第締め切ります。
※当日材料費が必要になります。（100円）

子育て支援センター
温知子育て支援センターかんがるー

池田こども園子育て支援センター「アーシャ」

児童館（温知、池田、八幡、養基）

◆８月１日（火）
　午前10時～10時30分
　午後１時30分～2時
　水あそび
◆８月３日（木）
　午前10時～10時30分
　午後１時30分～2時
　うちわ作り
◆８月７日（月）
　午前10時～10時30分
　午後１時30分～2時
　水あそび

■『おはなし広場』～絵本の読み聞かせ～
日　時　８月28日（月）
　　　　午前10時30分～11時
講　師　お話しの会の方
定　員　７組

■�『教えて保育園のこと』
※�今回も温知2日間、片山1日の3日間を予定
しています。ご都合の良い日にお越しくだ
さい。
日　時　�片山①8月21日（月）
　　　　温知②8月23日（水）
　　　　　　③8月24日（木）
　　　　午前10時～正午
定　員　片山：10組　温知：各7組
担　当　健康福祉課
申込期間　7月10日（月）～8月18日（金）
※�保育園入園を考えている保護者の方への話・
質疑応答
※妊婦さんおよび未就園児の保護者

■『かんがるー令和5年度第3期（10月～12月）募集』
対　象　�池田町在住の未就園児とその保護者（養基

地区の脛永在住の方も申し込めます）
　　　　いちご（１歳･火曜日・温知）
　　　　みかん（2，3歳･木曜日・片山）
　　　　各コース7組
参加費　�300円（3か月）
申込期間　�8月28日（月）～9月8日（金）
定　員　各7組

■�毎週木曜日の利用者支援員による相談は8月お休み
となります。

■�お知らせ
　※�すべての講座は予約制です。申込期限は前日まで
ですが、定員になり次第締め切ります。

◆８月８日（火）
　午前10時～10時30分
　午後１時30分～2時
　読み聞かせ
◆８月10日（木）
　午前10時～10時30分
　親子リトミック
◆８月16日（水）
　午前10時～10時30分
　親子ヨガ

■学童クラブと児童館
　合同避難訓練（通報訓練）
日　時　８月４日（金）
場　所　時差で各館毎に実施

◆８月25日（金）
　午前10時～10時30分
　脳トレピアノキッズ®
◆８月30日（水）
　午前10時～11時
　支援室夏祭り

・各プログラムは５組まで。LINEから予約制です。
　池田町外の方もご利用できます。
　�詳しくはアーシャホームページに詳細を掲載してい
ます。
　�プログラムがない日も「自由あそび」として開設し
ていますので、ぜひご利用ください。（自由あそび
も予約制です。）
問い合わせ　☎45・3015　池田こども園

◆８月18日（金）
　午前10時～10時30分
　午後１時30分～2時
　水あそび
◆８月21日（月）
　午前10時～10時30分
　午後１時30分～2時
　お絵かきあそび
◆８月23日（水）
　午前10時～10時30分
　午後１時30分～2時
　水あそび
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環境課

エコライフ豆知識①

二酸化炭素排出量の約30％はガソリン・軽油から
　家庭からの二酸化炭素（CO₂）排出量を燃料種別に見た場合、
ガソリンや軽油によるものが約 30％と大きな割合を占めてい
ます。
　通勤や買い物など、生活するうえで自動車の利用が必要不可欠

になっている人も、日頃からアイドリングストップなどのエコド
ライブを心がけることで、CO₂の排出量を減らすことができます。
　また、運転中以外にも「トランクなどに余分な荷物を積んだま
まにしない」、「タイヤの空気圧を適正に保つ」などの取り組みに
よって燃費は良くなります。
　燃費が良くなれば、CO₂だけでなく、ガソリン代も減って、
家計も助かります。

ペットボトルのリサイクルで８８６万円の収入！！
　令和４年度の皆さまの家庭から排出されたリサイクル資源
の収入額を次のとおり公表します。

令和４年度の町への収入となったリサイクル資源

野外焼却（野焼き）は禁止されています！！
　野外焼却を行うと、煙や悪臭による近所迷惑になります。また、ダイオキシン類
などの有害物質の発生の原因になります。
　家庭や事業所から出たごみを屋外で焼却することは法律で禁止されています。
　ただし、公益上もしくは社会の習慣上やむを得ない廃棄物の焼却または周辺地域
の生活環境に与える影響が軽微である廃棄物の焼却として、次の表の政令で定めら
れるものの場合は例外として認められています。

政令（焼却禁止の例外となる廃棄物の焼却）
　第14条　法第 16条の２第３号の政令で定める廃棄物
の焼却は、次のとおりとする。 具体的な事例

一�　国または地方公共団体がその施設の管理を行うた
めに必要な廃棄物の焼却

河川敷の草焼き（河川管理者）道路側の草焼き（道路
管理者）漂着物等の焼却（海岸管理者）

二�　震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の予防、
対策または復旧のために必要な廃棄物の焼却

災害等の応急対策、火災予防訓練
凍霜害防止のための稲わらの焼却（著しい支障を生ず
る廃タイヤ焼却は不可）

三�　風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要
な廃棄物の焼却

正月の「しめ縄、門松など」を焚く行事（どんと焼き）
塔婆の供養焼却

四�　農業、林業または漁業を営むためにやむを得ない
ものとして行われる廃棄物の焼却

焼き畑、畔の草および下枝の焼却、魚網にかかったご
みの焼却　（要　乾燥）

五�　たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃
棄物の焼却であって軽微なもの

落ち葉焚き、たき火、キャンプファイヤー（別途敷地
管理者の許可がある場合のみ）

排　出　量 引　取　料

金　属　類 ６２.１㌧ ２，２１６千円

古　紙　類 ５２５．３㌧ 　１，７３７千円

ガラスびん １１９．９㌧ １５千円

製 品 プ ラ ２２．８㌧ １２５千円

小 型 家 電 １４．５㌧ ９５千円

廃　食　油 ７４０ℓ ３千円

ペットボトル ９６，５１０kg ８，８６９千円

　リサイクルの資源引き取り料は時価のた
め、単価が毎年変わります。令和４年度のペッ
トボトルは近年にない高値で引き取りしてい
ただけました。
　資源引取料は町への収入となり、リサイク
ルセンターの管理事業に使用されています。
　資源として再生できるものがごみとして焼
却されないよう皆さまの分別のご協力をお願
いします。ごみの分別で不明なことがあれば、
お気軽に環境課までお問い合わせください。
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池
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竹
中
ゆ
り
子
様

よ
り
30
万
円
、
岐
阜
市
長
良　

笠
原

里
香
様
よ
り
10
万
円
、
大
垣
市
林
町　

遠
藤
美
紀
子
様
よ
り
10
万
円
、「
池

田
町
の
文
化
財
保
護
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

匿
名
の
方
よ
り
、
地
域
福
祉
基
金

に
１
０
，
０
０
０
円
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
町
の
福
祉
の
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

匿
名
の
方
よ
り
、
地
域
福
祉
基
金

に
３
０
，
０
０
０
円
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
町
の
福
祉
の
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
宅
固
定
電
話
機
の
対
策
を

自
宅
固
定
電
話
機
の
対
策
を

岐
阜
県
内
で
発
生
し
た
ニ
セ
電
話
詐
欺
の

う
ち
、
ほ
と
ん
ど
が
自
宅
固
定
電
話
へ
の
１
本

の
電
話
か
ら
詐
欺
被
害
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
防
犯
機

能
付
き
電
話
機
の
活
用
が
効
果
的
で
す
。

　
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
と
は

〇
着
信
前
の
警
告

着
信
音
が
鳴
る
前
に
、
自
動
メ
ッ
セ

ー
ジ
で「
こ
の
通
話
は
録
音
さ
れ
て
い
ま

す
。」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
自
分

が
電
話
に
出
る
前
に
警
告
す
る

〇
通
話
の
自
動
録
音

電
話
に
出
る
と
自
動
的
に
通
話
を
録
音

す
る

〇
着
信
拒
否
設
定

電
話
番
号
を
登
録
し
た
人
か
ら
の
電
話

だ
け
着
信
音
が
鳴
る
よ
う
に
設
定
で
き
る

非
通
知
設
定
の
電
話
も
自
動
的
に
着
信

拒
否
す
る

と
い
っ
た
防
犯
機
能
が
設

定
さ
れ
て
い
る
固
定
電
話

の
こ
と
で
す
。

　

詐
欺
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
た
ら
警
察
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

揖
斐
警
察
署　

☎
23
・
０
１
１
０

自 衛 官 等 募 集 案 内自 衛 官 等 募 集 案 内

※１　受験資格の年齢は各種目とも令和６年４月１日現在です。
※２　各試験日程は変更される場合があります。変更事項については、自衛官募集ホームページなどでお知らせします。
※３　問い合わせ「自衛隊岐阜地方協力本部 大垣地域事務所」大垣市林町５-18光和ビル２階　☎0584・73・1150

募集種目 受験資格 受　付　期　間 試　験　期　日

防衛大学校
18 歳以上 21 歳未満の者
高卒者（見込含）又は、

高専 3 年次修了者（見込含）

推　   薦
  9月  5日～
  9月  8日

9月16日・17日

総合選抜 1次　  9月16日　　
2次　10月21日・22日

一　　般   7月  1日～
10月18日

1次　11月17日
2次　11月28日～12月2日のうち1日

防衛医科
大学校

18 歳以上 21 歳未満の者
高卒者（見込含）又は、

高専 3 年次修了者（見込含）

医学科学生   7月  1日～
10月11日

1次　10月21日
2次　12月13日～15日のうち1日

看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

  7月  1日～
10月  4日

1次　10月14日
2次　11月25日・26日のうち1日

▲植栽資材設置状況▲栗田順公理事長（左）から
　目録をいただいた時の様子

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

公
益
財
団
法
人
だ
い
し
ん

緑
化
文
化
振
興
財
団
か
ら

苗
木
や
植
栽
用
資
材
を

い
た
だ
き
ま
し
た

公
益
財
団
法
人
だ
い
し
ん
緑
化

文
化
振
興
財
団
か
ら
ヤ
マ
グ
リ
・

コ
ナ
ラ
の
苗
木
各
50
本
と
防
獣

ネ
ッ
ト
な
ど
の
植
栽
資
材
の
寄
付

を
い
た
だ
き
、
６
月
30
日
（
金
）

に
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
苗
木
や

資
材
は
池
田
山
で
実
施
し
て
い
る

「
実
の
な
る
木
広
葉
樹
植
栽
事
業
」

に
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



29 広報いけだ／2023.829 広報いけだ／2023.8

先月号の答えは合わせです。図の
ように切ると、3回で8等分することができます。
今月の表紙は、「キッズサマーキャンプ」です。公
園の川沿いに10基以上のテントが立ち並びました。
そしてキャンプと言ったらやはりこれ。こどもたち
はテキパキと火をおこし、次第にカレーの香りが広
がります。蝉の声と、空腹感にスパイスの香り。熱
気と対照的に、流れる川がキンと冷たくて気持ちい
い。小学校の頃、同じ場所で同じカレーを作ったこ
とを思い出して懐かしくなりました。それでは、今
月のあとがき謎解きです。
問題　メッセージ　�｢僻地は絵巻｣ でグリーンカーテン

をしよう！
　　　ヒント　｢葉書の景色、笑顔のお話｣
ヒントと共に謎のメッセージが届いた。さて、何の
植物をおすすめされたのでしょう？

令和５年７月１日現在　（　）先月比

総人口	 22,791人　	（△�29）
　男 	 11,245人　	（△� 9）
　女	 11,546人　	（△�20）
世帯数	 8,636世帯	（△� 3）
出生５人／死亡21人／転入64人／転出77人

発行日：令和５年８月１日
発　行：岐阜県池田町
編　集：池田町役場企画課
　　　　☎45-3111
　　　　ＦＡＸ45-8314

インターネットで池田町を紹介しています。
アドレス
http://www.town.gifu-ikeda.lg.jp/

「広報いけだ」の全ページもご覧いただけます。
アドレス
http://www.town.gifu-ikeda.lg.jp/category/
5-9-0-0-0.html
池田町役場や「広報いけだ」の編集に対する
ご意見・ご要望はこちらへどうぞ。
メールアドレス
yakuba@town.gifu-ikeda.lg.jp

池田町 まちづくり工房 霞渓舎　池田町池野259番地の１
電話／ FAX　45-0870　kakeisha@ikedanet.jp

イベント紹介　ひまわりマルシェ（主催：養老鉄道応援団）
　日時：8月６日（日）午前10時～午後２時（小雨決行）
　当日はクイズ大会、合唱団のステージ、スライム作りやチョークアート体験も予定しています。
　皆さんぜひ、お越しください。詳しくは折り込みのチラシをご覧ください。
〈今月の予定〉
小さなマルシェ　８月４日（金）午後１時～３時
夜間介護相談　　８月４日（金）午後６時～８時
レールカフェ　　８月９日（水）午前10時～11時
スマホ教室　　　８月９日（水）午後１時～２時（要予約）

【小　寺】      末松　厚士
　　　　　　　　中川かおり

渡邉　米子／ 97 歳【上　田】

大西と ゑ／ 92 歳【上八幡】

中村　　正／ 85 歳【上　町】

髙橋　順子／ 96 歳【本　町】

勝
かつ

野
の

　心
こ

遥
はる

／雄大・里美【上八幡】

岡
おか

田
だ

　　空
そら

／昇・りか� 【　段　】

守
もり

田
た

　珀
は

月
づき

／直樹・美波【上　田】

松
まつ

原
ばら

　千
ち

紗
さ

／瑞貴・彩奈【六之井】

池田町では、財源確保の一環として広告を掲載しています。広告内容について当町が推奨などをするものではありません。

広告広告

電
気
は
正
し
く
安
全
に

電
気
は
正
し
く
安
全
に

使
い
ま
し
ょ
う

使
い
ま
し
ょ
う

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で

す
。
感
電
災
害
は
夏
場
に
集
中
し

て
発
生
し
ま
す
。
夏
は
汗
を
か
き

や
す
く
、
皮
膚
の
露
出
部
分
が
多

く
な
り
、
ま
た
疲
労
か
ら
注
意
力

が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の

点
か
ら
毎
年
８
月
を「
電
気
使
用

安
全
月
間
」
と
し
、
経
済
産
業
省

の
主
唱
の
も
と
に
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

感
電
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、

電
気
は
安
全
に
正
し
く
使
い
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

中
部
電
気
保
安
協
会

　

大
垣
営
業
所

　

☎
０
１
２
０
・
６
５
０
・
０
０
６

６月受付分

  



みんなでつながろう

リレーリレー
Vol.12

池田つながリレーってなんだろう？

池
田

ぜひ

イベント会場に

来てください！

　町をつくるのは人です。池田に関わる一人ひとりの繋がりが池田
をつくります。“池田にゆかりのある人でバトンを渡すリレー ”
それが「池田つながリレー」。人や地域を知り、そのファンと
なって、誰もが誇りを持って住み続けられるような池田町を目指し
ていきます。明るい未来へバトンを繋いでいきましょう。

　西 和平さん

今回は野原森夫さんからの 　　　　！バトン
Berry’s  farm 池田農場長

野原 森夫さん

自己紹介をしてください！
ブルーベリーの観光農園を営んで
います。シーズン外は農作物を生
産しています。
サラリーマンとして35年勤めた後、池田山山麓で
平成14年からブルーベリーを作り始めました。
平成 26年からは観光農園「Berry’s farm 池田」
を営んでいます。ブルーベリーは30種類、2000本、
圃場の大きさは約 1 ha あります。農園の名前は、
地域の保育園児が考えてくれました。
ブルーベリーを選んだのは、「ブルーベリー」とい
うおしゃれな語感に惹かれたからです。
この場所はお茶畑が耕作放棄状態でしたが、地域
の方や岐阜農林高校生など皆さんの協力もあり、
開墾から整地、植樹を行ってきました。今では、県
外からも毎年来てくれる方もいる農園になりまし
た。また、地元企業とブルーベリーを使った商品な
どの開発にも積極的に取り組んでいます。

あなたにとって池田町は？
自分を育ててくれた場所。

住んで良かった。来て良かった場所
にしていきたいです。

自分の生まれた故郷だから、もっともっと人が来て
くれて活性化して、すてきなところだと言ってもらい

たいです。

将来の夢は？
中山間地を生かした4シーズン楽しめる
大規模な観光農園を作り、池田町に

来てもらえる場所を作りたい。
ブルーベリー農園から始まるこの挑戦では、『夢興
し・町興し・人興し』をテーマにしました。まず、夢
興し。やってみたいと思った夢である、ブルーベリー
農園を始めました。池田町へ来てくれる人がいて、す
てきな所だよね、住もうかな、移住しようかな、遊び
に来ようかな、という人ができたら地域として二重丸
だと思います。それを自分がやるのではなく、次の世
代に道筋を作りたいと考えています。これが町興し。
さらに、人興し。農園を通して、人とコミュニケー
ション、会話を楽しめる様になりました。耕作放棄地
対策、地域の活性化、就労の場ができること、農園を
始める前から、そういった構想を練って、広告の裏に
書いて計画していました。

今度、孫たちと一緒に
ブルーベリー狩りに行きますね

ぜひ、お花畑や農場を
体験しに来てください。

 最後にひとこと！

どんなときが幸せ？
農園に来園された方が

「おいしかった！」「良い景色！」
と言ってもらえたときが幸せです

ブルーベリー狩りに来てくれて、「おいしかったよ、
おじさん。」と言ってくれる、そのようなお客さんの
喜んだ顔を見られて、楽しんでもらった声を
聞いたとき、一番の励みになります。

実はお花が大好きなおじさんです。

わたし実は○○○なんです！

チューリップ、ひまわり、コスモスを育てています。バタ
フライピーやローゼルなども作っています。少量だけど、
今度は、綿を作る予定です。

ベリー ズ ファーム

ヘクタール

いま    にし かず    ひら

おこ

おこ おこ

池田町は地球にやさしい環境づくりを進めます。 電子書籍
QRコードは株式会社

デンソーウェーブの

登録商標です。

7月15日㊏キッズ・サマーキャンプ2
023

in い
けだ（

大津谷
公園）

あじさい   　　　　
　　　

　　
　　　

　　　
　

あなたの  心と町  を結ぶ

いけだ広報 8 754
令和5年 
2023年

no.

乗って残そう養老鉄道！池田町防災
メール配信

防災行政無線

テレホンサービス

45-8590
放送を聞き逃された場合にこの電話番号に
かけると、その内容を聞くことができます。

私たちの町の大切な情報です。保存しておいてください。
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